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３
月
18
日
㈪
、
町
内
の
小
学
校
で
卒
業
式
が
行
わ
れ
、
248

人
が
母
校
を
巣
立
ち
ま

し
た
。

　
屋
代
小
学
校
（
写
真
左
）
で
は
、
島
津
校
長
が
６
年
生
40
名
に
卒
業
証
書
を
手
渡
し

ま
し
た
。
ま
た
、
亀
岡
小
学
校
（
写
真
右
）
で
は
、
清
野
校
長
が
６
年
生
17
名
に
卒
業

証
書
を
手
渡
し
、
卒
業
生
は
、
恩
師
や
保
護
者
、
在
校
生
に
祝
福
さ
れ
、
未
来
へ
の
希
望

と
６
年
間
の
思
い
出
を
胸
に
、
笑
顔
と
涙
で
新
た
な
一
歩
を
踏
み
出
し
ま
し
た
。
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平成 25年度　施政方針

平成平成2525年度の施政方針年度の施政方針

町政運営の基本方針町政運営の基本方針

　　３月７日から開催された３月定例町議会で、寒河江町長は「平成 25 年度３月７日から開催された３月定例町議会で、寒河江町長は「平成 25 年度
施政方針」を説明いたしました。   これらの施政方針を掲載します。　施政方針」を説明いたしました。   これらの施政方針を掲載します。　

１ はじめに　１ はじめに　

平成25年度の施政方針

地
域
産
業
の
振
興
と
子
育
て
環
境
の
支
援

地
域
産
業
の
振
興
と
子
育
て
環
境
の
支
援

　　
教
育
環
境
の
整
備
充
実
の
３
つ
に
重
点

教
育
環
境
の
整
備
充
実
の
３
つ
に
重
点

町政運営の基本方針

　　３月７日から開催された３月定例町議会で、寒河江町長は「平成 25 年度
施政方針」を説明いたしました。　これらの施政方針を掲載します。

　我が国の社会情勢は、低迷する経済、拡大する財政赤字、持続が不安視される
社会保障制度を抱え、新たな成長戦略が求められる状況にあります。平成22年
６月、民主党政権のもと「新成長戦略」を閣議決定し、強い経済、強い財政、強
い社会保障を実現すべく国策を進めましたが、昨年12月の衆議院議員選挙にお
ける国民の審判は、自民党の圧勝という結果となり、第２次安倍内閣に日本再生
の道筋を委ねたといえます。新政権は、デフレ脱却と経済再生に最優先で取り組
むとしており、その成果を大いに期待します。
　また、大きな爪痕を残した東日本大震災から早２年が過ぎましたが、未だ完全
復興への道のりは遠いものがあります。当町への福島等からの避難者も未だ280
名近くを数え、被災された方々へ、国の救済策が一刻も早く行き届き、効果を十
分に発揮されることを願います。
　一方、山形県第３次総合発展計画においては、平成25年度からの次期短期ア
クションプランを策定中であり、今後４年間の目標を実現するために取り組む施
策体系と主な事業の展開方向が示されようとしています。置賜地域の基本方策は、
「足腰の強い産業群の形成」「活力あふれる置賜の創造」「人々が行き交い豊か
に暮らすための基盤の整備」に軸足が置かれ、いよいよ発展計画の仕上げにかか
るところです。
　当町の状況ですが、間近に迫る統合中学校の本格的な建設着手に備え、この数
年来、財政健全化を優先させた町政運営の結果、他の事業に大きく影響しない範
囲で事業執行が確保できていると判断しています。しかしながら、大型公共工事
への着手は、財政の硬直化を招く要因となることもあるため、財政の健全化に向
けた更なる取り組みを行わなければなりません。国政レベルでの政治不安や経済
不況も相まって、地方自治を取り巻く環境は不安定で、依然として厳しいものが
あるといわざるをえませんが、これまで町民の皆さまと共に取り組んできた多様
な活動を原動力に、さらに未来につながる施策に積極的に取り組みます。
　平成25年度は、地域産業に再び力強い鼓動を吹き込むべく「地域産業の振興
と省エネ・再生可能エネルギー戦略の展開」、子育てや健康づくりを後押しする
「子育て環境の支援と健康づくり・良質な医療の提供」、さらには、統合中学校
の開校に向けた「教育環境の整備充実と自立性豊かな人づくりの推進」の３つを
重点施策として取り組みます。
　また、いつの時代も取り組むべきものとして、町民の基本的な願いである「心
かよい合う福祉と安心して暮らせるまちづくりの実現」及び諸施策の確かな裏づ
けを確保する意味で「中長期的なまちづくりと確かな行財政運営の実現」の２つ
を継続施策として取り組むほか、あらゆる分野できめ細かな事業を実施します。
　第５次高畠町総合計画において、平成25年度は、10カ年に及ぶ計画の中間年
にあたります。これまでの取り組みを総括しながら「すべてのいのちを大切にし、
いきいきと輝くまち」にふさわしい、まちづくりのさらなるステップとなるよう、
実効性の高いさまざまな事業を展開していきます。

　

当
町
は
、
歴
史
的
文
化
遺
産
が
多
く
点
在

し
、
四
季
折
々
の
多
彩
で
豊
富
な
農
産
物
や
、

そ
れ
ら
を
活
か
し
た
特
色
あ
る
加
工
食
品
な

ど
、
豊
か
な
観
光
資
源
に
恵
ま
れ
て
お
り
ま
す
。

　

こ
の
豊
か
で
特
徴
の
あ
る
観
光
資
源
を
活

用
し
、
内
外
へ
発
信
す
る
こ
と
で
多
く
の
観

③
新
た
な
観
光
資
源
の
開
発
と

「
た
か
は
た
フ
ァ
ン
」
の
拡
大
を
め
ざ
し
て

⑴ 

地
域
産
業
の
振
興
と
省
エ
ネ
・

　
　

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
戦
略
の
展
開

２２  

主

要

施

策

主

要

施

策
②
魅
力
あ
る
力
強
い
農
業
を
め
ざ
し
て

　

平
成
25
年
度
に
取
り
組
む
主
要
施
策
及
び
主
な
事
業
の
概
要
に
つ
い
て
は
、
町
政
策
審
議

会
や
ま
ち
づ
く
り
ト
ー
ク
、
そ
し
て
地
域
か
ら
の
ご
意
見
や
ご
要
望
、
ご
提
言
を
踏
ま
え
た

も
の
で
す
。　
　

①
地
域
経
済
を
牽
引
す
る

　

中
小
企
業
を
め
ざ
し
て

　

町
内
事
業
所
は
、
長
引
く
円
高
や
海
外
景

気
の
後
退
の
影
響
に
よ
り
、
事
業
縮
小
や
人

員
整
理
等
を
迫
ら
れ
る
厳
し
い
状
況
に
あ
り
、

経
営
基
盤
の
強
化
や
新
た
な
ビ
ジ
ネ
ス
に
対

す
る
支
援
の
要
望
が
多
数
寄
せ
ら
れ
て
い
ま

す
。

　

ま
た
、
不
況
の
あ
お
り
で
悪
化
し
て
い
る

雇
用
情
勢
に
よ
り
、
多
く
の
町
民
が
新
た
な

雇
用
の
場
を
町
内
外
に
求
め
て
い
る
状
況
に

あ
り
ま
す
。
町
民
の
み
な
さ
ま
に
安
心
し
て

快
適
に
生
活
で
き
る
環
境
を
提
供
す
る
た
め

に
は
、
ま
ず
雇
用
の
確
保
と
維
持
が
重
要
で

あ
り
、
そ
の
た
め
に
は
、
町
内
企
業
が
自
ら

の
自
助
努
力
と
創
意
工
夫
に
よ
り
活
力
あ
る

企
業
に
変
革
を
と
げ
、
地
域
経
済
を
牽
引
で

き
る
企
業
に
成
長
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る

と
考
え
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
厳
し
い
経
済
状
況
下
で
も
即
効

性
が
高
い
、
設
備
投
資
等
に
直
接
支
援
す
る

「
高
畠
町
製
造
業
経
営
革
新
事
業
」
や
「
新

ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
チ
ャ
レ
ン
ジ
事
業
」
及
び

寒河江　信　町長

「
ふ
る
さ
と
融
資
事
業
」
を
引
き
続
き
支
援
し
、

町
内
企
業
の
発
展
と
雇
用
の
確
保
・
維
持
に

全
力
で
取
り
組
み
ま
す
。

　

農
業
は
、
命
を
支
え
る
大
切
な
産
業
で
あ

り
、
地
域
産
業
の
基
盤
で
も
あ
り
ま
す
。
高

▲山形新幹線開業・高畠駅停車実現 20周年イベントの様子

畠
町
の
農
産
物
が
品
質
的
に
も
優
れ
て
い
る

こ
と
や
、「
安
全
安
心
な
農
産
物
」
が
生
産
さ

れ
て
い
る
こ
と
を
全
国
の
消
費
者
に
継
続
し

て
情
報
発
信
を
行
い
ま
す
。

　

具
体
的
に
は
、
農
産
物
等
の
「
放
射
性
物

質
検
査
」
を
継
続
し
、
消
費
者
が
求
め
て
い

る
環
境
保
全
型
農
業
を
拡
充
し
ま
す
。
ま
た
、

水
田
の
有
効
活
用
を
図
る
た
め
、
畑
作
物
や

果
樹
・
園
芸
作
物
の
振
興
を
図
る
と
と
も
に
、

水
田
畑
地
化
基
盤
整
備
強
化
対
策
事
業
に
よ

る
生
産
基
盤
の
整
備
を
推
進
し
ま
す
。

　

将
来
の
農
業
を
支
え
る
新
規
就
農
者
や
担

い
手
農
家
の
育
成
は
、
再
生
産
可
能
な
農

業
所
得
を
確
保
し
な
け
れ
ば
達
成
は
困
難
で

す
。
農
業
者
自
ら
が
経
営
者
と
し
て
の
自
覚

を
持
ち
、
農
業
の
６
次
産
業
化
や
食
品
加
工

業
者
と
の
契
約
栽
培
な
ど
の
、
高
付
加
価
値

化
を
目
指
し
た
力
強
い
農
業
の
支
援
を
行
い

ま
す
。

　

ま
た
、
将
来
の
農
業
の
あ
り
方
を
集
落
で

話
し
合
い
、
人
と
農
地
の
問
題
を
解
決
す
る

た
め
に
作
成
す
る
「
人
・
農
地
プ
ラ
ン
」
は

２
年
目
を
迎
え
、
取
り
組
み
集
落
へ
の
啓
発

を
進
め
な
が
ら
、
新
規
就
農
者
の
確
保
や
農

地
の
集
積
を
図
り
ま
す
。

光
客
を
我
が
町
に
呼
び
込
む
こ
と
が
、
地
域

の
活
性
化
に
寄
与
す
る
も
の
と
確
信
し
て
い

ま
す
。

　

「
食
」
や
「
交
流
」
を
テ
ー
マ
と
し
た
魅

力
あ
る
観
光
誘
客
プ
ラ
ン
を
企
画
し
、
広
域

観
光
事
業
と
積
極
的
に
連
携
し
な
が
ら
、
仙

台
市
や
首
都
圏
で
の
観
光
物
産
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
を
継
続
し
て
実
施
し
ま
す
。
ま
た
、
当
町

産
農
産
物
や
加
工
食
品
の
産
地
ブ
ラ
ン
ド
に

よ
る
有
利
販
売
を
積
極
的
に
進
め
る
た
め
、

引
き
続
き
「
た
か
は
た
ぶ
ど
う
ナ
イ
タ
ー
」

や
「
Ｊ
Ｒ
仙
台
駅
た
か
は
た
フ
ェ
ア
」
な
ど

を
展
開
し
、
「
た
か
は
た
フ
ァ
ン
」
の
固
定

化
と
拡
大
を
め
ざ
し
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
「
た
か
は
た
夏
ま
つ
り
」
を
始

め
と
す
る
地
域
住
民
の
方
々
と
協
働
で
行
う

各
種
イ
ベ
ン
ト
に
つ
い
て
は
、
よ
り
誘
客
性
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⑵ 

子
育
て
環
境
の
支
援
と
健
康
づ
く
り
・
良
質
な
医
療
の
提
供

　

当
町
で
は
、
町
全
体
で
子
育
て
を
応
援
す

る
ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま

し
た
。
子
ど
も
た
ち
の
笑
顔
あ
ふ
れ
る
町
を

つ
く
る
た
め
に
は
、
子
ど
も
・
子
育
て
家
庭

を
社
会
全
体
で
支
え
る
こ
と
が
必
要
で
あ
り
、

子
ど
も
を
取
り
巻
く
保
健
・
福
祉
・
労
働
・

教
育
・
生
活
環
境
な
ど
、
多
岐
の
分
野
に
わ

た
っ
て
、
総
合
的
、
か
つ
効
果
的
な
支
援
が

必
要
と
な
っ
て
き
ま
す
。

　

ま
ず
、
平
成
25
年
度
か
ら
全
部
の
町
立
児

童
施
設
に
お
い
て
早
朝
保
育
や
延
長
保
育
の

充
実
、
土
曜
保
育
を
実
施
し
、
保
護
者
の
多

様
な
保
育
需
要
に
対
応
し
ま
す
。

　

子
育
支
援
医
療
給
付
事
業
に
つ
い
て
は
、

こ
れ
ま
で
就
学
前
の
子
ど
も
の
入
院
・
外
来

▲高畠中学校制服候補の展示

③
公
立
高
畠
病
院
の
経
営
健
全
化
と

　

診
療
体
制
の
充
実

①
子
ど
も
を
生
み
、育
て
や
す
い

　

環
境
づ
く
り

②
各
年
代
に
応
じ
た
健
康
づ
く
り

　

健
康
で
長
生
き
で
き
る
ま
ち
を
め
ざ
し
、

生
涯
を
と
お
し
て
適
切
な
健
康
管
理
が
で
き

る
よ
う
、
健
康
状
態
や
年
代
に
応
じ
た
健
康

づ
く
り
を
総
合
的
に
支
援
し
ま
す
。

　

げ
ん
き
館
併
設
の
健
診
セ
ン
タ
ー
で
の
健

診
事
業
は
、
公
立
高
畠
病
院
を
中
心
に
実
施

す
る
こ
と
に
よ
り
、
よ
り
効
果
的
な
予
防
医

及
び
、
小
学
生
か
ら
中
学
生
へ
の
入
院
を
対

象
と
し
て
い
ま
し
た
が
、
今
年
度
７
月
よ
り
、

小
中
学
生
の
外
来
受
診
に
つ
い
て
も
拡
大
し
、

０
歳
か
ら
中
学
生
ま
で
無
料
化
い
た
し
ま
す
。

ま
た
、
医
療
機
関
で
の
負
担
が
生
じ
な
い
「
現

物
給
付
方
式
」
に
よ
り
経
済
的
支
援
と
利
便

性
を
図
り
ま
す
。

　

医
療
費
の
増
加
が
予
想
さ
れ
る
中
、
健
康

な
身
体
づ
く
り
と
医
療
の
適
正
受
診
に
対
す

る
ご
理
解
を
頂
き
な
が
ら
、
子
育
て
し
や
す

い
環
境
づ
く
り
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

子
ど
も
と
母
親
の
健
康
を
支
援
す
る
た
め
、

妊
婦
健
康
診
査
事
業
や
各
種
予
防
接
種
事
業
、

町
独
自
事
業
で
あ
る
「
１
歳
お
誕
生
マ
マ
健

診
事
業
」
や
「
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種

補
助
事
業
」
を
継
続
し
て
実
施
し
ま
す
。
ま
た
、

少
子
化
対
策
の
一
環
と
し
て
「
特
定
不
妊
治

療
費
助
成
事
業
」
に
つ
い
て
も
継
続
実
施
し
、

④
ス
ポ
ー
ツ
と
文
化
の
振
興

　

中
学
生
の
活
躍
に
よ
る
県
及
び
全
国
大
会

へ
の
多
く
の
参
加
を
は
じ
め
、
着
実
に
国
内

ト
ッ
プ
選
手
と
し
て
の
実
力
を
発
揮
し
、
中

に
は
世
界
レ
ベ
ル
の
大
会
に
参
加
す
る
な
ど

の
活
躍
を
見
せ
て
く
れ
ま
し
た
。

　

競
技
と
し
て
の
個
々
の
選
手
の
レ
ベ
ル

ア
ッ
プ
は
も
ち
ろ
ん
、
町
民
一
人
ひ
と
り
が
、

気
軽
に
身
近
で
ス
ポ
ー
ツ
に
親
し
む
こ
と
が

で
き
る
環
境
と
機
会
を
設
け
る
よ
う
努
め
ま

す
。

　

ま
た
、
だ
れ
も
が
健
康
で
ス
ポ
ー
ツ
に
親

し
む
こ
と
が
で
き
る
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
社
会
を

実
現
す
る
た
め
、
高
畠
町
ス
ポ
ー
ツ
振
興
計

画
の
見
直
し
を
行
い
ま
す
。

　

文
化
の
振
興
で
は
、
浜
田
広
介
記
念
館
や

文
化
ホ
ー
ル
を
引
き
続
き
指
定
管
理
者
に
よ

る
管
理
と
し
、
民
間
活
力
を
生
か
し
た
サ
ー

ビ
ス
向
上
に
努
め
ま
す
。
特
に
文
化
ホ
ー
ル

は
開
館
20
周
年
と
い
う
記
念
の
年
を
迎
え
ま

す
。
こ
れ
ま
で
の
み
な
さ
ま
の
あ
た
た
か
い

ご
協
力
に
感
謝
し
、
今
後
の
さ
ら
な
る
発
展

　

平
成
25
年
度
は
、
公
立
高
畠
病
院
改
革
プ

ラ
ン
に
の
っ
と
り
、
リ
ハ
ビ
リ
療
法
士
の
さ

ら
な
る
増
員
や
在
宅
医
療
の
充
実
等
、
急
性

期
病
院
の
後
方
支
援
機
能
を
強
化
す
る
と
と

も
に
、
健
診
・
人
間
ド
ッ
ク
実
施
体
制
の
充

実
を
目
的
に
組
織
の
見
直
し
を
行
い
ま
す
。

　

ま
た
、
高
度
医
療
へ
の
対
応
に
向
け
老
朽

化
の
著
し
い
Ｍ
Ｒ
Ｉ
（
磁
気
共
鳴
画
像
装
置
）

の
更
新
を
準
備
す
る
ほ
か
、
医
師
の
招
へ
い

に
つ
い
て
も
、
内
科
及
び
整
形
外
科
の
常
勤

医
師
を
最
優
先
で
招
へ
い
す
べ
く
最
大
限
の

努
力
を
行
い
ま
す
。

▲ママパパ学級の様子

①
「
生
き
る
力
」
を
育
む
教
育
の

　
　

推
進
と
学
力
向
上
の
実
現

　

昨
年
に
引
き
続
き
、
確
か
な
学
力
、
豊
か

な
こ
こ
ろ
、
健
や
か
な
身
体
が
調
和
し
た
「
生

き
る
力
」
を
育
む
こ
と
の
で
き
る
教
育
の
推

進
に
努
め
ま
す
。

　

ま
た
、
学
習
に
取
り
組
む
意
欲
の
高
揚
を

図
る
と
と
も
に
、
基
礎
的
・
基
本
的
な
知
識
・

技
能
の
習
得
と
、
思
考
力
・
判
断
力
・
表
現

力
等
の
育
成
を
め
ざ
し
て
「
力
の
つ
く
授
業

づ
く
り
推
進
事
業
」
を
積
極
的
に
推
進
し
ま
す
。

　

特
別
な
支
援
を
必
要
と
す
る
児
童
・
生
徒

の
学
校
生
活
や
学
習
上
の
教
育
課
題
に
対
応

す
る
た
め
、
特
別
支
援
教
育
の
充
実
に
向
け

た
施
策
に
継
続
し
て
取
り
組
み
ま
す
。
特
に
、

教
育
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催
す
る
な
ど
、
複

雑
化
す
る
社
会
環
境
や
家
庭
環
境
に
お
い
て

課
題
を
抱
え
る
児
童
・
生
徒
へ
の
支
援
体
制

を
充
実
し
ま
す
。　

　

さ
ら
に
、
放
課
後
及
び
学
校
外
活
動
に
お

け
る
子
ど
も
た
ち
の
安
全
で
健
や
か
な
居
場

所
づ
く
り
を
進
め
る
た
め
に
、
地
域
住
民
と

の
関
わ
り
を
強
め
な
が
ら
「
放
課
後
子
ど
も

教
室
」
や
「
学
校
支
援
地
域
本
部
事
業
」
を

引
き
続
き
実
施
し
ま
す
。

▲新しい屋代地区公民館でのフランス料理教室の様子

⑶ 

教
育
環
境
の
整
備
充
実
と
自
立
性
豊
か
な
人
づ
く
り
の
推
進

　

生
涯
学
習
の
推
進
に
つ
い
て
は
、
第
３
次

基
本
計
画
に
基
づ
き
、
町
民
講
座
・
出
前
講

③
地
域
づ
く
り
と
交
流
事
業
の
促
進

座
の
拡
充
な
ど
、
町
民
自
ら
学
ぶ
環
境
の
充

実
を
図
り
ま
す
。

　

ま
た
、
今
年
の
１
月
に
オ
ー
プ
ン
し
た
屋

代
地
区
公
民
館
は
も
と
よ
り
、
各
地
区
の

公
民
館
や
上
和
田
交
流
館
は
「
地
域
の
方
々

の
憩
い
と
活
動
の
拠
点
」
と
な
る
施
設
で
す
。

生
涯
学
習
の
拠
点
で
あ
る
と
と
も
に
、
地
域

の
課
題
解
決
に
向
け
た
取
り
組
み
や
あ
ら
ゆ

る
年
代
の
方
々
が
交
流
で
き
る
事
業
の
展
開

と
地
域
人
材
を
育
成
す
る
場
と
な
る
よ
う
、

充
実
に
努
め
ま
す
。

　

国
内
交
流
事
業
に
あ
っ
て
は
、
長
年
に
渡

り
多
面
的
な
交
流
に
よ
り
成
果
を
上
げ
て
い

る
「
墨
田
区
相
互
交
流
事
業
」
を
、
国
外
の

交
流
事
業
と
し
て
は
相
互
交
流
を
行
っ
て
い

る
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
シ
ン
グ
ル
ト
ン
へ
の
「
中

高
生
海
外
派
遣
事
業
」
を
継
続
し
ま
す
。

療
の
充
実
に
努
め
ま
す
。

　

生
活
習
慣
病
の
予
防
や
早
期
発
見
の
た
め

の
健
診
事
業
を
さ
ら
に
推
進
し
、
早
期
の
対

策
と
し
て
30
歳
代
か
ら
の
健
診
を
実
施
す
る

と
と
も
に
、
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
食
事
や
健

康
ウ
ォ
ー
ク
の
推
進
を
と
お
し
た
運
動
等
適

切
な
生
活
習
慣
の
定
着
を
図
り
ま
す
。
ま
た
、

が
ん
対
策
と
し
て
、
大
腸
が
ん
検
診
、
乳
が

ん
検
診
、
子
宮
が
ん
検
診
に
つ
い
て
は
、
５

歳
刻
み
の
無
料
ク
ー
ポ
ン
に
よ
り
検
診
の
受

診
促
進
を
図
る
と
と
も
に
、
新
た
な
事
業
と

し
て
、
働
き
盛
り
の
世
代
の
が
ん
検
診
と
し

て
、
50
歳
、
60
歳
を
対
象
と
し
た
前
立
腺
が

ん
検
診
に
取
り
組
み
ま
す
。

④
戦
略
的
な
省
エ
ネ
・
再
生
可
能

　

エ
ネ
ル
ギ
ー
へ
の
取
り
組
み

　

地
域
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
地
域
で
作
る
こ
と

②
統
合
中
学
校
の
建
設
と

　

教
育
環
境
の
整
備
充
実

　

平
成
28
年
４
月
に
統
合
し
て
開
校
す
る
中

学
校
名
を
『
高
畠
町
立
高
畠
中
学
校
』
と
決

の
あ
る
内
容
に
発
展
す
る
よ
う
「
元
気
な
イ

ベ
ン
ト
開
催
事
業
」
の
積
極
的
支
援
を
行
い

ま
す
。

　

ま
た
、
新
た
な
取
り
組
み
と
し
て
、
全
国

的
に
も
珍
し
い
「
犬
の
宮
」
「
猫
の
宮
」

に
注
目
し
た
高
畠
町
観
光
協
会
が
提
案
す
る

「
（
仮
称
）
犬
猫
や
す
ら
ぎ
の
里
構
想
」
と

連
携
を
図
り
、
我
が
町
の
新
た
な
観
光
資
源

の
目
玉
に
な
る
よ
う
調
査
研
究
を
進
め
ま
す
。

が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
今
年
も
、
省
エ
ネ

へ
の
取
り
組
み
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
太
陽

光
・
太
陽
熱
・
薪
や
ペ
レ
ッ
ト
ス
ト
ー
ブ
に

対
す
る
助
成
等
、
地
域
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
自
給

率
を
高
め
る
た
め
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

の
導
入
を
さ
ら
に
進
め
ま
す
。

　

ま
た
、
「
道
の
駅
た
か
は
た
」
に
、
新
た

に
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
、
蓄
電
池
、
電

気
自
動
車
用
急
速
充
電
器
の
設
備
を
導
入
し
、

エ
ネ
ル
ギ
ー
供
給
拠
点
施
設
と
し
て
の
機
能

強
化
を
図
り
ま
す
。

治
療
費
の
経
済
的
な
負
担
軽
減
を
図
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
家
庭
教
育
分
野
で
は
、
妊
娠
期

に
お
け
る
講
座
（
マ
マ
パ
パ
学
級
）
や
小
学
校
、

中
学
校
入
学
時
の
親
を
対
象
に
し
た
講
座
及

び
高
校
生
や
祖
父
母
を
対
象
に
し
た
講
座
な

ど
、
年
代
に
合
わ
せ
た
子
育
て
支
援
講
座
を

開
催
し
、
家
庭
に
お
け
る
子
育
て
支
援
と
健

や
か
に
子
ど
も
を
生
み
育
て
る
た
め
に
家
庭

教
育
の
活
性
化
を
め
ざ
し
ま
す
。

定
し
ま
し
た
。
本
年
度
は
、
い
よ
い
よ
『
高

畠
町
立
高
畠
中
学
校
』
校
舎
本
体
の
建
設
工

事
に
着
手
し
ま
す
。
町
民
の
み
な
さ
ま
に
と
っ

て
誇
り
と
な
る
よ
う
な
、
そ
し
て
子
ど
も
た

ち
に
と
っ
て
あ
こ
が
れ
と
な
る
よ
う
な
中
学

校
の
整
備
に
努
め
る
と
と
も
に
、
開
校
に
向

け
た
諸
準
備
を
引
き
続
き
、
万
全
を
期
し
て

計
画
的
に
進
め
ま
す
。

　

ま
た
、
子
ど
も
た
ち
が
安
心
し
て
学
ぶ
こ

と
の
で
き
る
教
育
環
境
を
整
備
す
る
た
め
、

糠
野
目
小
学
校
南
校
舎
の
耐
震
補
強
工
事
等

を
実
施
し
ま
す
。

　

青
年
層
の
人
材
養
成
に
つ
き
ま
し
て
は
、

国
内
研
修
へ
の
派
遣
を
引
き
続
き
行
い
、
自

主
的
な
運
営
で
広
が
り
を
見
せ
て
い
る
「
青

年
人
材
育
成
事
業
」
と
の
両
輪
で
、
豊
か
な

地
域
づ
く
り
の
担
い
手
・
リ
ー
ダ
ー
養
成
を

図
り
ま
す
。

　

在
住
外
国
人
の
支
援
に
関
し
て
は
、
総
合

交
流
プ
ラ
ザ
内
の
交
流
推
進
員
に
よ
る
暮
ら

し
や
子
育
て
等
の
不
安
を
軽
減
す
る
相
談
や
、

交
流
を
通
じ
て
お
互
い
の
文
化
を
理
解
し
合

う
事
業
な
ど
引
き
続
き
実
施
し
ま
す
。
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平成 25年度　施政方針

①
安
全
安
心
な
ま
ち
づ
く
り
の
実
現

⑷ 

心
か
よ
い
合
う
福
祉
と
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
の
実
現

　

地
域
防
災
に
お
い
て
は
、
東
日
本
大
震
災

発
生
か
ら
２
年
が
過
ぎ
ま
し
た
が
、
被
災
地

で
は
未
だ
復
興
に
は
ほ
ど
遠
く
、
町
内
に
は

２
８
０
名
近
く
の
方
々
が
避
難
生
活
を
余
儀

な
く
さ
れ
て
い
ま
す
。
東
日
本
大
震
災
や
原

発
事
故
で
は
、
当
町
で
も
災
害
対
策
本
部
体

制
や
初
動
活
動
、
そ
し
て
避
難
者
支
援
等
に

つ
い
て
多
く
の
教
訓
を
得
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
災
害
等
に
お
い
て
被
害
を
未
然
に
防

ぐ
に
は
、
日
頃
か
ら
の
準
備
や
訓
練
も
重
要

で
す
が
、
住
民
の
避
難
を
迅
速
に
行
う
こ
と

を
第
一
と
し
た
、
地
域
防
災
体
制
づ
く
り
が

急
務
で
あ
り
、
自
主
防
災
組
織
を
全
集
落
で

設
立
さ
れ
る
よ
う
推
進
し
ま
す
。

　

平
成
24
年
４
月
よ
り
、
常
備
消
防
の
広
域

化
に
伴
い
、
町
が
消
防
団
施
設
整
備
や
防
火

啓
発
活
動
等
を
担
う
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

地
域
防
災
の
要
で
あ
る
消
防
団
と
の
連
携
強

化
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
新
し
い
自
動
車
ポ

ン
プ
や
小
型
ポ
ン
プ
へ
の
更
新
を
進
め
、
消

防
団
の
機
動
力
向
上
に
努
め
ま
す
。

　

安
全
で
安
心
な
町
で
あ
り
続
け
る
た
め
に

は
、
住
民
は
も
と
よ
り
、
行
政
や
学
校
、
幼

児
施
設
、
警
察
や
消
防
等
の
関
係
機
関
、
団

体
が
連
携
し
て
「
共
に
支
え
あ
い
助
け
合
う
」

意
識
の
涵
養
と
地
域
づ
く
り
が
重
要
で
あ
り
、

地
域
住
民
に
よ
る
子
ど
も
た
ち
の
見
守
り
支

援
対
策
を
推
進
し
ま
す
。

　

高
齢
社
会
の
ピ
ー
ク
を
目
前
に
控
え
、
介

護
と
福
祉
の
一
体
的
な
推
進
を
図
る
た
め
、

組
織
改
編
を
行
い
ま
す
。
町
民
課
か
ら
介
護

保
険
担
当
を
福
祉
課
に
移
行
し
、
包
括
支
援

係
と
連
携
し
て
介
護
予
防
事
業
の
拡
充
、
事

業
所
の
指
導
、
適
正
な
介
護
保
険
事
業
の
推

進
に
努
め
ま
す
。

　

住
み
慣
れ
た
地
域
で
安
全
に
安
心
し
て
住

み
続
け
る
こ
と
が
で
き
る
福
祉
の
し
く
み

づ
く
り
と
し
て
、
第
３
次
高
畠
町
地
域
福
祉

計
画
・
地
域
福
祉
活
動
計
画
を
、
町
、
社
会

福
祉
協
議
会
が
一
体
と
な
っ
て
策
定
し
ま
す
。

そ
し
て
、
集
落
等
に
お
け
る
「
防
災
福
祉
マ

ッ
プ
づ
く
り
」
を
通
じ
て
地
域
の
課
題
を
掘

り
起
こ
し
、
地
域
住
民
が
主
体
と
な
っ
て
取

り
組
む
支
え
合
い
の
地
域
づ
く
り
を
進
め
ま

す
。
ま
た
、
「
災
害
時
要
援
護
者
台
帳
」
を

活
用
し
、
災
害
弱
者
の
支
援
を
推
進
す
る
と

と
も
に
、
商
店
街
や
企
業
等
も
含
め
た
日
常

的
な
見
守
り
体
制
の
構
築
を
図
り
、
新
た
な

福
祉
的
課
題
に
対
応
し
ま
す
。

　

児
童
や
高
齢
者
、
障
が
い
者
の
虐
待
や
DV

被
害
の
背
後
に
は
、
社
会
的
な
要
因
に
加
え

て
複
雑
で
複
合
的
な
問
題
を
抱
え
て
い
る
家

庭
が
多
い
た
め
、
虐
待
対
応
は
、
「
家
族
支

援
」
を
主
眼
に
総
合
的
な
支
援
に
努
め
ま
す
。

②
住
民
主
体
の
地
域
福
祉
の
推
進

（
※
DV
：
パ
ー
ト
ナ
ー
等
親
密
な
関
係
に
あ
る

　

カ
ッ
プ
ル
の
間
で
振
る
わ
れ
る
暴
力
の
こ
と
）

　

さ
ら
に
、
平
成
25
年
４
月
か
ら
障
が
い
者

の
新
た
な
制
度
「
障
害
者
総
合
支
援
法
」
が

施
行
さ
れ
、
障
が
い
者
の
範
囲
に
難
病
が
加

わ
り
、
ま
た
、
地
域
主
権
改
革
一
括
法
に
よ

り
「
育
成
医
療
」
が
県
か
ら
移
譲
さ
れ
ま
す
。

新
制
度
へ
の
円
滑
な
移
行
と
、
障
が
い
者
福

祉
の
推
進
に
努
め
ま
す
。

　

年
々
増
加
し
て
い
る
ひ
と
り
親
家
庭
や
要

保
護
児
童
を
は
じ
め
、
乳
幼
児
か
ら
高
齢
者

ま
で
さ
ま
ざ
ま
な
機
関
と
連
携
し
な
が
ら
総

合
相
談
体
制
の
充
実
を
図
り
、
一
人
ひ
と
り

の
住
民
福
祉
の
向
上
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

幹
線
道
路
の
供
用
開
始
が
具
体
的
に
示
さ

れ
て
き
ま
し
た
。
昨
年
12
月
に
米
沢
市
の
長

手
ト
ン
ネ
ル
が
、
平
成
29
年
度
か
ら
平
成
30

年
度
に
か
け
て
東
北
中
央
自
動
車
道
が
開
通

さ
れ
、
当
町
へ
の
流
入
と
通
過
交
通
の
ア
ク

セ
ス
に
大
き
な
変
化
を
も
た
ら
し
ま
す
。
良

好
な
交
通
環
境
を
確
保
す
べ
く
都
市
計
画
道

路
「
竹
森
中
里
線
」
の
全
線
と
「
深
沼
旭
町

線
」
の
整
備
促
進
と
整
備
要
望
を
よ
り
一
層

強
く
推
進
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、

山
形
新
幹
線
停
車
を
機
に
当
町
の
産
業
の
活

性
化
が
図
ら
れ
て
き
ま
し
た
。
こ
れ
に
呼
応

す
べ
く
高
畠
駅
周
辺
に
高
速
道
路
の
追
加
イ

ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
の
設
置
に
つ
い
て
の
可
能

性
を
探
り
、
観
光
産
業
に
つ
な
が
る
さ
ら
な

る
交
流
人
口
の
増
加
を
期
待
し
ま
す
。

　

次
に
、
統
合
中
学
校
の
道
路
環
境
整
備
と

通
学
路
の
危
険
箇
所
に
お
け
る
対
策
を
講
じ

③
生
活
基
盤
の
充
実

　

本
町
に
と
っ
て
大
事
業
と
な
る
統
合
中
学

校
整
備
で
は
、
校
舎
本
体
、
体
育
館
、
給
食

室
等
の
建
設
と
ソ
フ
ト
事
業
を
あ
わ
せ
ま
し

て
開
校
に
向
け
た
準
備
を
着
実
に
進
め
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
国
の
２
０
１
２
年
度
補
正
を
含
む

15
カ
月
予
算
を
最
大
限
に
活
用
し
た
事
業
も

展
開
し
、
道
路
な
ど
の
イ
ン
フ
ラ
の
整
備
や

修
繕
、
バ
イ
オ
マ
ス
の
利
活
用
事
業
も
展
開

し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

あ
ら
た
め
て
、
議
員
各
位
並
び
に
町
民
の

皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
わ
り
ま
す
よ

う
心
か
ら
お
願
い
申
し
上
げ
、
平
成
25
年
度

の
施
政
方
針
と
い
た
し
ま
す
。

３　

結
び
に
あ
た
っ
て

３　

結
び
に
あ
た
っ
て

③
町
民
サ
ー
ビ
ス
向
上
の
推
進

▲高畠町上空より

　

今
年
４
月
よ
り
置
賜
広
域
電
算
シ
ス
テ
ム

共
同
ア
ウ
ト
ソ
ー
シ
ン
グ
が
本
格
的
に
稼

働
い
た
し
ま
す
。
当
町
で
独
自
処
理
し
て
い

た
住
民
記
録
や
税
、
国
民
健
康
保
険
、
年
金
、

介
護
保
険
、
上
下
水
道
料
金
な
ど
12
業
務
が

⑸ 

中
長
期
的
な
ま
ち
づ
く
り
と
確
か
な
行
財
政
運
営
の
実
現

①
ま
ち
づ
く
り
計
画
の
策
定
・
見
直
し

　

平
成
20
年
度
に
策
定
し
た
第
５
次
高
畠
町

総
合
計
画
に
つ
き
ま
し
て
は
、
平
成
25
年

度
で
前
期
計
画
期
間
で
あ
る
５
年
目
を
迎
え

ま
す
。
こ
の
間
、
急
激
な
社
会
情
勢
の
変
化
、

社
会
保
障
と
税
の
一
体
的
な
改
革
へ
の
対
応

や
東
日
本
大
震
災
の
経
験
を
教
訓
に
し
た
防

災
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
戦
略
の
再
構
築
な
ど
、
ま

ち
づ
く
り
の
環
境
が
大
き
く
変
化
し
て
い
ま

す
。
前
期
計
画
の
評
価
と
検
証
を
行
い
、
今

後
５
年
間
の
ま
ち
づ
く
り
の
指
針
と
な
る
基

本
計
画
の
見
直
し
を
行
い
ま
す
。

　

ま
た
、
社
会
資
本
の
整
備
と
経
済
情
勢
の

変
化
の
中
で
、
め
ざ
す
べ
き
都
市
像
を
実
現

す
る
た
め
、
平
成
24
年
度
か
ら
都
市
計
画
マ

ス
タ
ー
プ
ラ
ン
の
見
直
し
に
着
手
を
し
て
い

安
全
確
保
に
努
め
ま
す
。
小
学
生
の
通
学
路

の
安
全
確
保
は
も
と
よ
り
、
統
合
中
学
校
へ

の
ア
ク
セ
ス
確
保
、
生
活
圏
道
路
等
の
継
続

整
備
と
新
規
路
線
の
整
備
促
進
を
図
り
、
安

心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し
ま

す
。

　

道
路
構
造
物
・
公
園
・
住
宅
・
河
川
の
良

好
な
維
持
管
理
を
行
い
、
町
民
の
利
便
性
の

高
い
社
会
基
盤
の
整
備
に
努
め
ま
す
。
具
体

的
に
は
、
橋
梁
の
維
持
補
修
、
中
央
公
園
の

東
屋
の
新
築
、
ま
ほ
ろ
ば
の
緑
道
高
畠
広
場

の
電
車
上
屋
建
設
、
町
営
住
宅
の
中
期
修
繕

計
画
の
策
定
等
を
行
い
ま
す
。

　

持
家
住
宅
の
快
適
な
住
環
境
整
備
と
町
内

経
済
の
活
性
化
を
目
的
に
、
昨
年
同
様
「
住

宅
リ
フ
ォ
ー
ム
支
援
事
業
」
「
住
宅
耐
震
診

断
と
改
修
事
業
」
を
継
続
し
て
取
り
組
み
ま
す
。

　

上
水
道
に
つ
き
ま
し
て
は
、
普
及
率
の
向

上
と
安
全
な
水
を
安
定
的
に
供
給
す
る
こ
と

を
目
的
に
、
引
き
続
き
老
朽
管
更
新
事
業
を

行
い
ま
す
。
併
せ
て
、
３
年
目
と
な
り
ま
す

上
和
田
地
区
の
水
道
未
普
及
地
域
解
消
事
業

を
実
施
し
ま
す
。

　

下
水
道
に
つ
き
ま
し
て
は
、
下
水
施
設
の

適
正
な
維
持
管
理
に
努
め
る
と
と
も
に
、
合

併
浄
化
槽
の
新
設
普
及
を
県
単
独
補
助
事
業

と
合
わ
せ
て
推
進
し
ま
す
。

　

ま
た
、
統
合
中
学
校
建
設
に
係
る
上
水
道
・

下
水
道
の
整
備
工
事
に
着
手
し
ま
す
。

を
期
し
て
節
目
の
年
に
ふ
さ
わ
し
い
記
念
事

業
を
実
施
し
ま
す
。

　

町
民
の
芸
術
文
化
活
動
の
発
表
及
び
鑑
賞

の
場
と
し
て
芸
術
文
化
祭
を
開
催
す
る
ほ
か
、

町
民
が
自
ら
行
う
事
業
に
つ
い
て
も
継
続
し

て
支
援
を
行
い
ま
す
。
ま
た
、
安
久
津
八
幡

神
社
周
辺
に
は
、
う
き
た
む
風
土
記
の
丘
考

古
資
料
館
を
は
じ
め
文
化
施
設
が
整
備
さ
れ

て
い
ま
す
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
施
設
の
も
つ
機

能
を
充
実
さ
せ
観
光
な
ど
と
の
連
携
を
図
り
、

利
用
拡
大
に
努
め
ま
す
。

　

町
立
図
書
館
に
つ
き
ま
し
て
は
、「
図
書
館

管
理
シ
ス
テ
ム
」
を
活
用
し
、
町
外
の
図
書

館
と
連
携
し
て
貸
し
出
し
サ
ー
ビ
ス
を
充
実

す
る
と
と
も
に
、「
移
動
図
書
館
（
は
ま
か
ぜ

号
）」
に
よ
る
巡
回
文
庫
の
充
実
に
よ
り
利
用

者
の
サ
ー
ビ
ス
向
上
に
努
め
ま
す
。

　

交
通
事
故
に
よ
る
死
傷
者
を
限
り
な
く
ゼ

ロ
に
近
づ
け
、
安
全
で
安
心
な
社
会
の
実
現

を
図
る
た
め
に
、
年
齢
に
合
わ
せ
た
交
通
教

室
の
開
催
や
地
域
に
密
着
し
た
交
通
安
全
活

動
に
努
め
ま
す
。

②
確
か
な
行
財
政
の
運
営

　

持
続
可
能
な
町
政
を
進
め
る
う
え
で
欠
か

す
こ
と
の
で
き
な
い
も
の
に
、
行
政
内
部
の

政
策
立
案
機
能
と
健
全
な
財
政
運
営
が
挙
げ

ら
れ
ま
す
。
実
施
す
る
事
務
事
業
の
評
価
を

行
い
、
費
用
対
効
果
の
検
証
に
努
め
る
と
と

も
に
、
総
合
計
画
の
推
進
を
さ
ら
に
加
速
す

る
た
め
の
、
新
た
な
５
カ
年
経
営
計
画
策
定

し
ま
す
。

▲総合防災訓練の様子

ま
す
。
農
林
業
に
関
わ
る
土
地
利
用
と
の
調

整
が
重
要
な
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
農

業
政
策
と
調
和
を
図
り
つ
つ
、
今
後
、
町
が

め
ざ
す
都
市
像
を
明
確
に
し
、
早
期
の
都
市

計
画
の
変
更
が
行
わ
れ
る
よ
う
努
め
ま
す
。

置
賜
３
市
４
町
で
共
同
処
理
さ
れ
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。
シ
ス
テ
ム
の
導
入
に
よ
り
、
大

幅
な
維
持
管
理
経
費
な
ど
の
縮
減
が
可
能
と

な
る
こ
と
か
ら
、
町
民
の
ニ
ー
ズ
に
添
っ
た

新
た
な
町
民
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
を
検
討
し
ま

す
。
ま
た
、
同
時
に
、
町
民
の
利
便
性
向
上

を
目
的
と
し
て
、
町
税
、
上
下
水
道
使
用
料

な
ど
の
コ
ン
ビ
ニ
収
納
を
４
月
よ
り
実
施
し

ま
す
。

▲置賜広域電算システム

平成 25年度予算は、広報たかはた５月号に掲載予定となっています。
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一．からだをきたえ温かい心を育て、生きがいのあるまちをつくります。高畠町町民憲章 一．自然と歴史を大切にし、調和のあるまちをつくります。高畠町町民憲章

人・農地プラン（地域農業マスタープラン）決定しました人・農地プラン（地域農業マスタープラン）決定しました
　地域農業における高齢化や後継者不足、耕作放棄地の増加などを解決するため、集落の中心となる経営体や農地の
集積方法など、今後の地域農業のあり方を集落ぐるみで考えていただくものです。
　「人・農地プラン」を作成することにより、各種事業のメリットが受けられることになります。
　町では、今後作成されたプランについて随時お知らせしていきます。( 町ホームページでもご覧になれます。)

平成 24 年 2月　　     各地区戸別所得補償制度説明で「人・農地プラン」制度の説明
平成 24 年 4月　　     生産組合長委嘱式において「人・農地プラン」制度の説明
　　　　　　　　　　 アンケート調査の実施    
平成 24 年 9月           各地区アンケート調査結果説明会      
　　　　　　　　　　 プラン作成意向調査の実施 
平成 24 年 10 月          集落への出前講座 
平成 24 年 11 月          平成 24 年度プラン作成集落へ説明会を実施   
      　　　　　　　　 基礎調査の実施 
平成 24 年 12 月～      集落座談会（２回～３回の話し合い）
平成 25 年 3月 1日　  第１回高畠町人・農地プラン検討会における審査・検討 
平成 25 年 3月 5日 　 決 定

人・農地プラン作成の経緯

地区名 集落名
中心となる
経営体数
※1

連携する
農業者 
※ 2

その他の
農業者 
※ 3

合計 今後の地域農業のあり方

高　畠 駄子町 17 経営体
（個人 17） なし 9人 26

経営体

・従来からの営農形態である「水稲＋果樹」を基盤とする中心経営体
　がリードしていく。高付加価値化、６次産業化、低コスト化に取組
　みながら経営の安定化を図る。
・若手後継者が定着していることが強み。期待が大きい。
・若手後継者が集積し連担化しやすいルールづくりが課題。

屋　代

竹　森
（竹上・
竹中・
竹西）

13 経営体
（個人 12）
（法人 1）

３人 9人 25
経営体

・水稲を中心に果樹、野菜、酪農と従来から複合化が取組まれている。
　今後も継続する。
・竹森集落の農業を継続させるため、近隣の３集落で連携しプランを
　作成。他集落のモデルとなるよう取組む。　　　
・畑地化や施設園芸に取組みやすい地域。シャインマスカットの新植
　が進み、今後も複合化を推進。

屋　代 三条目
４経営体
（個人３）
（法人１）

３人 7人 14
経営体

・「水稲＋果樹」を経営する３中心経営体が今後も集落の農業を推進し 
　てく。規模拡大、高付加価値化、法人化に積極的に取組み安定させる。
・「ラ・フランスの発祥の地」に見合うラ・フランスづくりを心掛け、
　三条目ブランドによる差別化を図るため栽培技術の向上や販売体制
　の充実に取組む。

屋　代 川　沼 ３経営体
（個人３） ２人 3人 8

経営体

・「水稲＋果樹」の形態を継続していく。もち加工や新規就農者が確
　保されている経営体もあり、集落内での協力体制を強化していく。
・水稲の作付には適地である。規模拡大を目指す中心経営体に農地の
　集積を進める。

和　田 川北下 ３経営体
（個人３） １人 7人 11

経営体

・基盤整備未実施で小規模な農地がほとんどで機械が入れない。大豆や
　そばを育てても育たない地域。小機械を共同利用し効率化を図る。有
　機・特栽で付加価値を高める。
・現状以上に耕作放棄地を出さないよう集落全体で取組む。

和　田 上和田
第　二

２経営体
（個人２） なし 16 人 18

経営体

・水稲に果樹と施設園芸を合わせて複合化を図ることで通年化に取組む。
・減農薬栽培と、循環型農業に取組み、付加価値を高める。　　　　
・後継者がいないところがほとんどであり、中心経営体に集積を図り
　つつ、近隣集落とも連携していく。

糠野目 元山崎 ４経営体
（個人４） １人 なし 5

経営体

・水稲を中心に大豆等の作付で経営の複合化を継続させる。　　　　
・今後も特別栽培米に取組み付加価値を高め他集落との差別化を図 
　り、所得の向上をに繋げる。

糠野目 家　中 ５経営体
（個人５） １人 １人 7

経営体

・水稲中心の経営で、高付加価値化、低コスト化、独自の販路開拓と拡
　大に取組み、地域で先駆的な取組みを行ってきた。今後も継続し、後
　継者の育成、新たに畑作（アスパラガス）を中心に複合化を図る。

糠野目 小其塚 １経営体
（法人１） １人 20 人 22

経営体

・水稲中心から、夏キャベツ・啓翁桜等を拡大し複合化を確立させる。
・新規就農者へ栽培技術、経営の指導・育成を図り、担い手育成に努める。
・基盤整備を行い労働時間が短縮した。更に低コスト化を図るため機
　械の共同購入を検討する。

※１  将来とも集落や地域で中心となり農業を行う担い手　※２  経営転換、リタイヤする農業者　※３  兼業や自給的農業の経営体

 ▶問合せ先／町産業経済課産業政策係　☎（52）１８２７

第１回　高畠町人・農地プラン検討会
決定された人・農地プランの概要　決定日：平成 25 年３月 5日㈫

コンビニでも税金等が納められるようになります
　　町では、みなさんの生活様式の多様化に対応するため、４月から「コンビニ納付」を開始いたします。これまで町では、みなさんの生活様式の多様化に対応するため、４月から「コンビニ納付」を開始いたします。これまで
みなさんが利用していた金融機関や役場窓口に加えて、全国のコンビニエンスストアでの納付が可能となります。みなさんが利用していた金融機関や役場窓口に加えて、全国のコンビニエンスストアでの納付が可能となります。
「平日の日中は忙しくて銀行に行く時間がない。」という方は、曜日や時間を気にすることなく納付できるコンビ「平日の日中は忙しくて銀行に行く時間がない。」という方は、曜日や時間を気にすることなく納付できるコンビ
ニ納付をご利用ください。ニ納付をご利用ください。

提携しているコンビニエンスストア一覧
　利用できるコンビニは次の一覧のとおりです。24時間・
365 日、全国どこの店舗でも納めることができます。

　▷エブリワン　 ▷ＭＭＫ設置店　 　▷くらしハウス　
　▷ココストア　 ▷コミュニティ・ストア　
　▷サークルＫ　 ▷サンクス　　　 　▷スパー北海道　
　▷スリーエイト ▷スリーエフ　　　 ▷生活彩家
　▷セーブオン　 ▷セイコーマート　 ▷セブン－イレブン
　▷タイエー　    ▷デイリーヤマザキ
　▷ハセガワストア ▷ファミリーマート ▷ポプラ　
　▷ミニストップ　
　▷ヤマザキスペシャルパートナーショップ　
　▷ヤマザキデイリーストアー　        ▷ローソン 
                                                                （50音順）

納付できる税金・料金等
　▷町県民税　   ▷固定資産税・都市計画税　
　▷軽自動車税　▷国民健康保険税　▷介護保険料　
　▷後期高齢者医療保険料　
　▷保育料・バス代（屋代児童館の一部を除く）　
　▷住宅使用料　▷上下水道料金

　～納付できない場合があります～
　次のものは納付できませんので、ご注意ください。
　▷バーコード印字の無いもの
　▷納付書 1枚当たりの金額が 30 万円を超えるもの
　▷「コンビニエンスストア取扱期限」を過ぎているもの
　▷破損、汚損等のため、コンビニでバーコードが読み取
　　れないもの
　▷金額を訂正したもの

　納付時の注意点
　▷コンビニ納付は 4月以降に発送される納付書で、バーコードが印刷されているものに限ります。
　▷コンビニで納めるときに、支払手数料はかかりません。
　▷現金でのお支払いに限ります。クレジットカード、小切手、商品券等、現金以外でのお支払いはできません。
　▷納付書はホチキス等で綴らず、1枚ごと単票のままお持ちください。
　▷納付する前に期別を間違えないよう、必ず確認してください。
　▷「コンビニエンスストア取扱期限」が納付書に記載されています。取扱期限を過ぎた場合はコンビニでは納められま　
　　せんので、金融機関をご利用ください。
　▷ゆうちょ銀行・郵便局での納付希望の場合は専用の払込票が必要です。払込票を郵送しますので、担当課までご連絡
　　ください。なお、手数料はかかりません。

♦町税の納税証明書について♦
　コンビニで納付いただいた場合、納付の確
認ができるまで 2～ 3週間程度かかることが
あります。その期間に納税証明書を申請され
る場合は、領収書等の納付が確認できるもの
を必ず持参してください。

♦納付書が新しくなります♦
　新しくなった納付書には、コンビニ収納
用のバーコードが印刷されています。バー
コードの下に記載されている「コンビニエン
スストア取扱期限」を必ずご確認のうえ、期
限内に納付してください。

●新しくなった納付書の例

　町税等（住宅使用料を除く）は、今までどおり
金融機関から口座振替により納付することもでき
ます。役場や金融機関、コンビニへ出かける手間
も省けますし、うっかり納期限を忘れてしまうこ
ともなく大変便利です。ぜひ口座振替をご利用く
ださい。

▶問合せ先／町税務課収納管理係　
☎（52）２０５４

町教育総務課子育て支援係　  　
☎（52）３０３１

　　　　　　町建設課建築住宅係　
☎（52）１１１５

　　　　　　町上下水道課業務係　
☎（52）４４８３

●新しくなった納付書の例

口座振替をご利用ください
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65 歳以上の公的年金受給者で
他の所得がない人
（住民税の年税額が６万円の場合）

一．誇りと喜びをもって働き、活力のあるまちをつくります。高畠町町民憲章一．たがいに学び合い文化を高め、知性のあるまちをつくります。高畠町町民憲章

平成25年度 固定資産価格の縦覧等を行います固定資産価格の縦覧等を行います
縦　　覧 閲　　覧

制度概要

　固定資産税を納税している方が、自己の土地
や家屋の評価額と町内にある他の土地や家屋の
評価額とを比較し、土地や家屋の評価が適正で
あるか判断できるようにする制度です。

　固定資産税を納税している方が自己の資産
（土地・家屋・償却資産）について固定資産
課税台帳に登録された内容を確認できる制度
です。

対象帳簿

○土地価格等縦覧帳簿…
　土地の所在・地番・地目・地籍・価格
○家屋価格等縦覧帳簿…
　所在・家屋番号・種類・構造・床面積・価格

○所有する資産の課税台帳
　（名寄帳…土地・家屋・償却資産）

対 象 者

○土地価格等縦覧帳簿…土地に対して固定資産
　税が課税されている納税者
○家屋価格等縦覧帳簿…家屋に対して固定資産
　税が課税されている納税者

土地・家屋・償却資産の納税義務者

期 間 ４月１日㈪～５月31日㈮（土・日・祝日を除く） ４月１日㈪～通年（土・日・祝日を除く）

時 間 ８時30分～17時 ８時30分～17時

必要なもの
○納税者本人が縦覧する場合…本人確認ができるもの（運転免許証・住基カード等）、印鑑
○代理人が縦覧する場合…納税者本人からの委任状、本人確認ができるもの（運転免許証・住基カー
　ド等）、印鑑

手 数 料 無　料
○縦覧期間中は無料
○縦覧期間中以外は名寄帳の交付による確認
　となり１通につき 400 円

場 所 町役場二階税務課窓口

▼問合せ先／町税務課資産税係    ☎（52）２０７８

国民年金からのお知らせ国民年金からのお知らせ
学生納付特例制度について学生納付特例制度について
学生納付特例制度とは？
　日本国内に住むすべての人は、20歳になった
時から国民年金の被保険者となり、保険料の納付
が義務づけられていますが、学生については、本
人の所得が118万円以下の場合、申請により在学
中の保険料の納付が猶予される「学生納付特例制
度」が設けられています。
※学生特例期間については、10年以内（例えば
　25年4月分は 35 年 4 月末まで）であれば保険
　料をさかのぼって納めること（追納）ができます。
　３年度目以降の追納には加算金が上乗せされます。

対象者は？
　対象となる「学生」とは、大学（大学院）や短大、
高等学校、高等専門学校、専修大学および各種学
校に在学する方で、夜間・定時制・通信制課程の
方も含まれます。

申請は？
▶受付期間／申請する年度の４月１日から
▶受付窓口／町町民課
　　　　　　（住民登録をしている市役所・町村役場）
▶必要な物／①印鑑
　　　　　　②在学証明書または学生証の写し
　　　　　　③所得がある方で、申請する年の１
　　　　　　　月以降に転入された場合は、所得
　　　　　　　額等の証明（源泉徴収票、確定申
　　　　　　　告書の写し等）
▶適用期間／４月から翌年３月までの１年間です。
　　　　　　在学期間中は毎年度申請が必要です。
※２月下旬までに学生納付特例の承認が決定し
　た方で、翌年度以降も同じ学校に在学予定の場
　合、３月下旬に年金機構から送られてくるはが
　き形式の申請書で申請できます。

保険料が改定されました
　平成 25 年４月分から月々の保険料が月額15,040円となります。
　くわしくは日本年金機構ホームページ http://www.nenkin.go.jp をご覧ください。

▶問合せ先／町町民課住民年金係
  ☎（52）１３４５

徴　収　の　方　法

◆◇ 初めて引き落としされる年度 ◇◆
 今年度は、対象者全員がこの徴収方法になります。

◎年度の前半（普通徴収）
　　年税額の半分を６月・８月の２回に分けてこれま
　でどおり「納付書」または「口座振替」で納めてい
　ただきます。

◎年度の後半（特別徴収）
　　年税額の残額（半分）が 10 月・12 月・２月の年
　金支給時に引き落としになります。

◆◇２年目以降◇◆
◎年度の前半（仮特別徴収）
　　前年度の２月の特別徴収税額と同じ額が４月・　
　６月・８月の年金支給時に引き落としになります。
◎年度の後半（本特別徴収）
　　年税額から４月・６月・８月の徴収額を引いた残
　額が、10 月・12 月・２月の年金支給時に引き落とし
　になります。  

徴収
方法

年金から引き落とし ( 特別徴収）

月 ４月 ６月 ８月 10 月 12 月 ２月

税額 1万円 1万円 1万円 1万円 1万円 1万円

算出
方法

前年度２月と同じ額
平成 26 年度の
年税額の

残り 1/3 ずつ

徴収
方法

「納付書」または
「口座振替」で納める

( 普通徴収）

年金から引き落とし
( 特別徴収）

月 ６月 ８月 10 月 12 月 ２月

税額 １万５千円 １万５千円 １万円 １万円 １万円

算出
方法

 1/4  1/4  1/6  1/6  1/6

徴収
方法

「納付書」または「口座振替」で納める
( 普通徴収）

月 ６月 ８月 10 月 12 月

税額 １万５千円 １万５千円 １万５千円 １万５千円

算出
方法

1/4 1/4 1/4 1/4

今年の10月支給分の公的年金から
住民税の引き去り「特別徴収」が始まります。

　高畠町では、公的年金受給者が納税しやすくなるよう、今年の 10 月から「特別徴収制度」を実施します。これ
により、町・県民税が公的年金から自動的に引き落とされ、年金保険者（日本年金機構など）が町に納めるので、
金融機関等へ納付に行く必要がなくなります。新たに税の負担が生じるものではなく、徴収の方法が変わります。

Ｑ：対象になる人は？
Ａ：次のすべてに該当する方です。
　○平成 25 年４月１日現在で 65 歳以上の方
　○前年中の公的年金所得に係る町・県民税の
　　納税義務のある方
　○介護保険料が公的年金から引き落とされ
　　ている方
　○特別徴収の対象となる公的年金の年額が
　　18 万円以上の方
 　※対象にならない方は、納付書か口座振替で納付
       していただきます。

Ｑ：対象になる公的年金は？
Ａ：○老齢基礎年金 ○老齢厚生年金 
　　○退職共済年金など
　  ※対象にならない公的年金：非課税の年金
      （障害年金、遺族年金など）

徴収イメージ

これまでの納め方

平成 25 年度の納め方 平成 26 年度の納め方
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　　   一．郷土を愛し若い力を伸ばし、希望のあるまちをつくります。高畠町町民憲章

番号 講　　座　　名 担当課
１ 選挙について 選挙管理委員会

２ 予算のみかた 企画財政課
３ 町の行財政改革 企画財政課
４ これからの町づくり～総合計画～ 企画財政課
５ 地縁団体のつくり方 企画財政課
６ ＮＰＯって、なあに？ 企画財政課
７ 町税のしくみ 税 務 課
８ 子育て支援と保育サービス 教育総務課
９ 子育てを支援します 教育総務課
10 介護保険制度について 福 祉 課
11 広げよう　地域の支えあい 福 祉 課
12 みんなで防ごう！児童虐待 福 祉 課
13 子どものいろいろな手当 福 祉 課
14 障がい者を支える福祉サービス 福 祉 課
15 こころの健康づくり 福 祉 課
16 認知症を理解する 福 祉 課
17 認知症サポーター養成講座 福 祉 課
18 高齢者虐待を知っていますか？ 福 祉 課
19 はじめよう、身体づくり　その１ 福 祉 課
20 はじめよう、身体づくり　その２ 健康推進課
21 メタボリックシンドロームを予防しよう 健康推進課
22 何をどれだけ食べればいいの？ 健康推進課
23 歯と歯ぐきの健康づくり 健康推進課
24 知って実行！乳がん自己検診法　 健康推進課
25 もっと知りたい　たばこの話 健康推進課
26 子どもの感染症予防と予防接種 健康推進課
27 国民健康保険のしくみ 町 民 課
28 後期高齢者医療制度について 町 民 課
29 知って得する国民年金 町 民 課
30 「eco」ってなんだろう？ 生活環境課
31 おひさまと森のエネルギーを利用しよう 生活環境課
32 ごみ分別に迷ったら 生活環境課

33～ 39 エコライフシリーズ　Vol. １～７ 生活環境課
40 環境にやさしい事業所になろう 生活環境課

番号 講　　座　　名 担当課
41 生活排水対策のはなし 上下水道課
42 水道のしくみ 上下水道課
43 農地について 農業委員会
44 農業者年金のすべて 農業委員会
45 経営所得安定対策等について 産業経済課
46 森林を知ろう 産業経済課
47 商店街を歩いてみよう 産業経済課
48 高畠町の工業 産業経済課
49 観光スポット早わかり 産業経済課
50 たかはたブランドって何？ 産業経済課
51 デマンド交通で出かけよう！ 産業経済課
52 高畠町の都市計画 建 設 課
53 景観づくりのすすめ 建 設 課
54 道路や河川のはなし 建 設 課
55 地籍調査って何？ 建 設 課
56 高畠町の文化財 社会教育課
57 高畠町の歴史 社会教育課
58 図書館はこんなところ 社会教育課
59 公民館ア・ラ・カ・ル・ト 社会教育課
60 自治公民館の活用法 社会教育課

61
生涯スポーツの振興と

健康体力づくり　その１
社会教育課

62
生涯スポーツの振興と

健康体力づくり　その２
社会教育課

63 地域における生涯スポーツの振興 社会教育課
64 家庭教育は大事です 社会教育課
65 復活！地域のちから 社会教育課
66 青少年の健全育成 社会教育課
67 関心ありませんか？身近な議会のこと 議会事務局
68 自主防災組織の活動 総 務 課
69 防災（災害）に対する心構え 総 務 課
70 住宅用火災警報器設置と防火の備え 総 務 課
71 健康ですごすために 公 立 高 畠 病 院

72 上手なお風呂の入り方 公 立 高 畠 病 院

　「高畠町まちづくり出前講座」は町職員が、「たかはた町民講座」は知識や技術を持った町民が講師と

なり、みなさんの生涯学習をサポートします。

高畠町まちづくり出前講座＆たかはた町民講座
番号 講　　座　　名 講師氏名 内　　　　　　　　　　容

１
浜田広介の生涯と作品
万葉の歌人たち

☆ 冨 樫 　 徹
浜田広介およびひろすけ童話について
古典から近現代文学までの初歩
万葉集の初歩

２ 楽々初歩俳句講座 ☆○ 荒 井 俊 二 初歩・基礎から俳句一般(花鳥俳句会の見学は１人でも可)

３ やさしい茶道 ○ 渡 部 雅 子 茶道教室（裏千家）

４ 暮らしの作法・お茶 ○ 佐 藤 京 子 茶道　お茶会時の作法　裏千家茶道の作法（初級)　

５ 一緒に楽しくお茶とおしゃべり ○ 梅 津 典 子 煎茶道教室（煎茶道方円流）

６ 和服・聞く・着る講座 ☆○ 市 川 長 子 着物着付け実技指導・着物の知識について（お話)

７ 押し花クラブ ○ 小野まつ子
押花での小物作り（コースター、しおり、皿絵、額絵)
草木のつるなどを使ったドライフラワーアレンジ

８ 四季の彩り ☆ 古 川 キ エ 草月流生け花の指導・体験

９ 伝統文化を大切に～生け花～ ○ 中 村 康 子
美しい花に手を加えてさらに美しく活ける楽しさ、楽し
くなる花の活け方

10
人生楽しく・わくわく講座
子育ち、自分育ちの楽しいお話

☆○ 菊 地 剛 謙
幼児・小中学校保護者、中高年者、女性など多世代を対
象にした講演・お話。

11 くらし・いきいき ☆○ 平 　 謙 雄
詩吟（漢詩、和歌､俳句､新体詩)、青少年健全育成（幼～青
年､保護者)、高齢者の生き方などのお話

12 謡曲 ☆○ 星 　 吉 郎 金剛流　謡曲全般・結婚式・歳祝・新宅祝関係ほか

13 藤本流・三味線（弾き語り） ☆○ 藤 本 繁 一
童謡・唱歌・歌謡曲・民謡・俗曲・ナツメロ等の唄と三味線・
弾き語り

14 菊づくり講座 ○ 髙 橋 幸 雄
さし芽　４月下旬～５月上旬作業実技、小鉢、大鉢揚実
技講習・管理、生育管理・施肥の方法、８月下旬～９月
上旬シェード実施、輪台付作業の実技等（10 月～）

15 絵画教室 ☆ 原 田 春 二 絵画（洋画～水彩・油絵・多色版画）、彫塑（レリーフなど）

16 楽しい生活習慣病予防講座 ☆○ 髙　梨　和　雄
生活習慣病を防ぐ食事と健康づくり運動・里山散策
（野草・薬草・木の実の採取ほか）

17 むか～し、あったけど ○ まほろば語り部の会 むかし語り　　事務局／語り部の会代表　須藤のり子

18
火にかけている時間をぐんと
短縮できる鍋帽子Ⓡを作って、
使ってエコクッキング

☆○ 米沢友の会高畠支部 鍋帽子Ⓡの製作、鍋帽子Ⓡを使った保温調理の実習

19 げんきかい講座 ○ げんきかい 健康づくりのための楽しい軽運動やストレッチなど

20 やさしい陶芸 ○ 陶芸同好会 楽しく、そしてやさしい焼き物づくり体験教室

平成25年度　高畠町まちづくり出前講座メニュー

平成25年度　たかはた町民講座メニュー

　

いつでも・どこでも・誰でも学べる手軽な講座ですいつでも・どこでも・誰でも学べる手軽な講座です！！

☆専門的講座　　○体験講座

《まちづくり出前講座》《まちづくり出前講座》
　◆ 受講できる方／町内小中高校、町内在住および勤務者で５人以上で構成された団体・グループ

　　　　　　　　　であれば、受講することができます。

　◆ 講座の内容／ 72講座の中からお選びください。メニューに無い講座も可能ですので、お気軽

　　　　　　　　　にご相談ください。

　◆ 開催時間・場所／平日、休日を問わず、午前９時～午後９時までの２時間以内の講座であれば、

　　　　　　　　　　お伺いします。詳細はお問い合わせください。

　◆ 講 師 料／町職員が講師として出向きますので、一切必要ありません。（主催：高畠町）

《町民講座の利用にあたって》《町民講座の利用にあたって》
　◇ 受講できる方／３人以上で構成された団体・グループであれば、受講することができます。
　　　　　　　　　ただし、講座によっては１人でも受講可能ですので、ご相談ください。
　◇ 講座の内容／20講座の中からお選びください。（連続した受講も可能ですので、ご相談ください。）
　◇ 開催時間・場所／平日・休日を問わず、午前９時～午後９時までの２時間以内の講座であれば対応
　　　　　　　　　　できます。
　◇ 講 師 料／様々な技術、知識をお持ちの町民ボランティアの方が講師として出向きます。
　　　　　　　　　講師料は無料ですが、材料費が生じる場合は参加者の負担になります。

（主催：たかはた町民講座運営委員会　事務局：町社会教育課社会教育係）

【まちづくり出前講座・たかはた町民講座の申込】
　　▶申 込 方 法／講座開催日の14日前までに、所定の申込書により町中央公民館にお申し込みください。

　　　　　　　　　（申込用紙は町中央公民館・各地区公民館・生涯学習館に備え付けてあります。）

　　▶問 合 せ 先／町社会教育課社会教育係　☎（52）４４８７　ＦＡＸ（52）５０４３
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区　分

部　門

職員数 対前年
増減数 主な増減理由平　成

24年度
平　成
23年度

一　

般　

行　

政

議　会 3 3 0
総　務 40 43 ▲ 3 事務の統廃合縮小による減
税　務 16 16 0
労　働 1 1 0
農　林 17 15 2 農業振興に伴う増
商　工 5 5 0
土　木 11 11 0
民　生 26 27 ▲ 1 配置換えによる減
衛　生 16 17 ▲ 1 事務の統廃合縮小による減

小　計 135 138 ▲ 3

※保育職の採用については検討中のため、各年度の職員
　数については、退職者の補充を行わない場合における職
　員数となっている。

区　　分 町 長 副 町 長 教 育 長 議 長 副 議 長 議 員

給料・報酬額 860,000円 685,000円 595,000円 345,000円 285,000円 265,000円

期 末 手 当 ６月＝ 1.4 月　　　12月＝ 1.55 月

９．部門別職員数の状況

10．定員適正化計画の数値目標および進捗状況

区 分 支 給 総 額 職員１人当たりの支給年額
平成22年度 5,096 万円 20万円
平成23年度 3,881 万円 16万円

８．特別職の報酬等の状況

（普通会計決算）⑷ 時間外勤務手当

区　　　　分 全　 職 　種
職員全体に占める手当支給職員の割合 19.7％
支給対象職員１人当たり平均支給年額 52,128円（普通会計決算）
手当の種類　　 （手当数） 23

代表的
な手当
の名称

支給額の多い手当医療・消防に従事する職員の特殊勤務手当
多くの職員に支給
されている手当

医療・消防に従事する
職員の特殊勤務手当

⑶ 特殊勤務手当

区　分 ６月期 12月期 計
期末手当 1.225月分 1.375月分 2.6月分
勤勉手当 0.675月分 0.675月分 1.35月分
職務上の段階、職務の級等による加算措置有

⑴ 期末・勤勉手当
７．職員手当の状況

⑵ 職員の退職手当

区　　分 高　　畠　　町　　職　　員

扶 養 手 当
配偶者 13,000円、一般の扶養親族 6,500円
（職員に配偶者がない場合、１人のみ 11,000円）
扶養親族たる子のうち満16歳の年度初めから満22歳の年度末まで
の子につき 5,000円加算

住 居 手 当
借家　限度額　27,000円
単身赴任手当受給職員で配偶者が借家に居住する場合、上記の２分
の１

通 勤 手 当 交通機関利用　限度額　55,000円
交通用具利用　限度額　40,000円

区　　分 国　　家　　公　　務　　員

扶 養 手 当
配偶者 13,000円、一般の扶養親族 6,500円
（職員に配偶者がない場合、１人のみ 11,000円）
扶養親族たる子のうち満16歳の年度初めから満22歳の年度末まで
の子につき 5,000円加算

住 居 手 当
借家　限度額　27,000円
単身赴任手当受給職員で配偶者が借家に居住する場合、上記の２分
の１

通 勤 手 当 交通機関利用　限度額　55,000円
交通用具利用　限度額　24,500円

⑸ その他の手当

区　　　　分 自己都合 勧奨・定年

支 

給 

率

勤 続 20 年 23.5月分 30.55月分
勤 続 25 年 33.5月分 41.34月分
勤 続 35 年 47.5月分 59.28月分
最高限度額 59.28月分 59.28月分

その他の加算措置 定年前早期退職特例措置（2～20％加算）

（平成24年12月１日現在） （平成24年４月１日現在）

（平成24年４月１日現在）

　※ 国の職員と同じ支給率となっています。

●なお、詳細な内容については平成 25
　年３月下旬頃に高畠町ホームページ
　に掲載予定です。

区　　分 １級 ２級 ３級 ４級 ５級 ６級 計
標準的な職務 主事補 主　事 主　任 係　長 課長補佐 課　長
職　 員　 数 14人 4人 38人 52人 25人 13人 146人
構　 成　 比 9.6％ 2.7％ 26.0％ 35.7％ 17.1％ 8.9％ 100.0％

区　　　　　　　分 経験年数 10～15年 経験年数 15～20年 経験年数 20～25年

一　般　行　政　職
大　学　卒 284,650円 327,050円 363,150円
高　校　卒 232,450円 293,883円 319,850円

技　能　労　務　職 高　校　卒 305,500円

区　　　分
高　畠　町　職　員 国　家　公　務　員
初　任　給 初　任　給

一般行政職
大学卒 172,200円

総合職 181,200円
一般職 172,200円

高校卒 140,100円 一般職 140,100円

技能労務職 高校卒 139,200円

区　　分 平均給料月額 平均給与月額 平均年齢
一般行政職 349,006円 366,095円 45.6 歳
技能労務職 370,044円 384,419円 51.0 歳

職　員　数
（Ａ）

給　　　　　　　　与　　　　　　　　費 一人当たり給与費
（Ｂ／Ａ）給　　料 職員手当 期末・勤勉手当 計（Ｂ）

195人 ８億2009万円 1億1423万円 ２億9851万円 12億3283万円 632万円

区　　分 住民基本台帳人口
（Ｈ24.３.31現在）

歳　出　額
（Ａ） 実質収支 人　件　費

（Ｂ）
人件費率
（Ｂ／Ａ）

平成22年度
人件費率

23年度 25,166人 98億6141万円 ５億8761万円 23億33万円 23.3％ 22.1％

お知らせします

高畠町職員の給与等の状況について、町民のみなさんに理解していただくために、その内容をお知らせします。

１．人件費の状況

２．職員給与費の状況

３．職員の平均給料月額および平均年齢の状況

５．経験年数別・学歴別平均給料月額の状況

６．一般行政職の級別職員数の状況

４．初任給の状況

泫 標準的な職務内容とは、それぞれの級に該当する代表的な職務です。

泫 経験年数とは、卒業後直ちに採用され引き続き勤務している場合は、採用後の年数をいいます。

（普通会計決算）

（平成24年度一般会計当初予算）

（平成24年４月１日現在）

（平成24年４月１日現在）

（平成24年４月１日現在）

泫 職員手当に退職手当は含まれません。

町職員の給与等のあらまし町職員の給与等のあらまし町職員の給与等のあらまし町職員の給与等のあらまし

（平成24年４月１日現在）

▼問合せ先／町総務課総務係
☎（52）４４７５

（平成24年４月１日現在）

職　種 区　分
H21

（計画年）
Ｈ 22
1年目

Ｈ 23
２年目

Ｈ 24
３年目

Ｈ 25
４年目

Ｈ 31
目標年

行政職
4/1 職員数 191 189 191 190 188 179
3/31 退職者数 6 5 9 12 2 5
次年度採用者数 4 7 8 10 6 7

保育職
4/1 職員数 15 14 14 13 12 4
3/31 退職者数 1 1 1 1

技能労務職
( 病院除く )

4/1 職員数 33 31 31 31 30 20
3/31 退職者数 2 1 1 1

合　計
4/1 職員数 239 234 236 234 230 203
3/31 退職者数 9 5 10 14 4 6
次年度採用者数 4 7 8 10 6 7

区　分

部　門

職員数
対前年
増減数 主な増減理由平　成

24年度
平　成
23年度

特
別
行
政

教　育 61 59 2 統合中学校建設に伴う増
消　防 0 41 ▲ 41 事務の広域処理化による減

小　計 61 100 ▲39

公
営
企
業
等

病　院 130 131 ▲ 1 退職者の欠員不補充
水　道 8 8 0
下水道 4 5 ▲ 1 事務の統廃合縮小による減
その他 18 18 0

小　計 160 162 ▲ 2

合　 計 356 400 ▲44
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ＭＡＣＨＩ ＮＯ ＷＡＤＡＩ ＡＲＥＫＯＲＥ　まちの話題あれこれ ＭＡＣＨＩ ＮＯ ＷＡＤＡＩ ＡＲＥＫＯＲＥ　まちの話題あれこれ

箱根駅伝、前年19位からの挑戦
　３月16日㈯、町総合交流プラザを会場に平成24年
度スポーツ講演会が開催されました。講師は、今年の
箱根駅伝で総合優勝を果たした、日本体育大学陸上競
技部駅伝監督の別府健至氏で、前年19位から優勝で
きた要因について、「練習量や練習の質は変えてはいな
い。柔軟体操をきっちり行う。就寝時間を守る等、基
本的な当たり前のことを当たり前に出来るよう、ちょ
っとした事を徹底して行なった。」など指導方法や心構
えを講演されました。

小さな親切にありがとう
　３月２日㈯、平成25年高畠「小さな親切」実行章の授
与式が行われました。
【実行章受賞者個人および団体】
大
おおかわら

河原舞
ま ゆ

唯（高畠小4年）、齋
さいとう

藤らら（高畠小4年）、安
あんどう

藤静
し ず お

夫（一般）、
度
わたらい

会哲
てつろう

郎（一般）、青
あ お き

木道
みちはる

春（一般）、青
あ お き

木陽
よ う こ

子（一般）、石
いしかわ

川哲
て つ お

夫（一般）、
村
むらおか

岡富
と み お

雄（一般）、髙
たかはし

橋貞
ていいち

一（一般）、鈴
す ず き

木健
けんいち

一（一般）、清
し み ず

水昭
あきのぶ

宣（一般）、
竹
た け だ

田かつゑ（一般）、屋代っ子ポテトキッズ、町立屋代小学校ボ
ランティア委員会、町立屋代小学校３年生、町立和田小学校
児童会事務局、町立第四中学校総合文化部、町立第四中学校
生徒会、県立高畠高等学校保健委員会・美化委員会

観 光資源を活かしたワインツーリズム
　３月14日㈭、ワインの基礎知識セミナー「ワインの
ある暮らしとワインツーリズム」が、高畠ワインを会
場に約20人が参加して開催されました。
　講師の川邉久之氏（高畠ワイン㈱）は、置賜地方は
山形県の主要なワイン産地であり、この地域にワイナ
リーや酒蔵が集積している環境に、温泉や寺社、食材
などの観光資源をプラスすることで付加価値を高める
事が出来る等講演され、参加者はメモを取るなどして
真剣に聞いていました。

もう一度 心を見つめよう
　高畠町と立教大学交流の一環として立教大学交流連
続講座「子どもの心をのぞいてみれば」が２月24日㈰、
文化ホールまほらを会場に開催されました。
　立教大学映像身体学科教授で、精神科医としてもさ
まざまなメディアで活躍中の香山リカ教授を講師に、
自殺により多くの尊い命が失われている状況や、予防
のための取り組みなどが紹介され、約400人が参加し
た講演会は、子どもから大人まで心の問題をもう一度
見つめなおすきっかけとなっていました。

感　

想　

文

感　

想　

文

感　

想　

画

感　

想　

画

　

第
23
回
ひ
ろ
す
け
童
話
感
想
文
・
感
想
画
全
国
コ
ン
ク
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ル
の
表
彰
式
が
３
月
２
日
㈯
、

ひ
ろ
す
け
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ー
ル
で
行
な
わ
れ
ま
し
た
。今
年
は
２
、５
１
６
点
の
応
募
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
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こ
の
中
か
ら
入
賞
作
品
と
し
て
感
想
文
52
編
、
感
想
画
・
幼
児
の
部
31
点
、
児
童
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部
96

点
が
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ば
れ
、
特
に
優
れ
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作
品
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特
別
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応
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者
数
お
よ
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入
賞
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の
多
い
施

設
・
小
学
校
に
は
団
体
賞
が
贈
ら
れ
ま
し
た
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立
吉
里
小
５
年
）

【
団
体
の
部
】

《
ひ
ろ
す
け
童
話
賞
委
員
会
委
員
長
賞
》

　

高
畠
町
立
高
畠
小
学
校

【
個
人
の
部
】

《
特
別
優
秀
賞
》

山
形
県
知
事
賞

　

伊い
と
う藤

南み

な

こ

奈
子　
（
天
童
市
立
天
童
中
部
小
３
年
）

山
形
県
教
育
委
員
会
教
育
長
賞

　

櫻さ
く
ら
い井　

凜り
ん　

（
宮
城
県
美
里
町
立
不
動
堂
小
５
年
）

高
畠
町
長
賞

　

武た

け

だ田
世せ

な和　
（
山
形
市
べ
に
ば
な
幼
稚
園
４
歳
）

　

大お

お

ひ

ら

比
良
龍り

ゅ
う
や弥　
（
高
畠
町
立
屋
代
小
１
年
）

高
畠
町
教
育
委
員
会
教
育
長
賞

　

宮み
や
も
と本
唯ゆ

い

か花　
（
米
沢
市
立
関
小
４
年
）

　

菅す
が
わ
ら原　

　

明あ
き
ら　

（
宮
城
県
大
崎
市
立
松
山
小
６
年
）

（公財）
浜
田
広
介
記
念
館
理
事
長
賞

　

赤あ
か
さ
か坂

優ゆ
う
し
ん心　
（
宮
城
県
美
里
町
立
不
動
堂
幼
稚
園
）

　

伊い

だ田
紗さ

ゆ

き雪　
（
北
海
道
札
幌
市
立
藤
野
小
２
年
）

㈳
日
本
児
童
文
芸
家
協
会
賞

　

盛も
り　

　

潤う
る
は葉  

（
山
形
市
べ
に
ば
な
幼
稚
園
３
歳
）

　

鳴な
る
さ
わ澤
有あ

り

さ紗   （
東
京
都
国
分
寺
市
立
第
五
小
２
年
）

【
団
体
の
部
】

《
ひ
ろ
す
け
童
話
賞
委
員
会
委
員
長
賞
》

　

学
校
法
人
清
風
学
園
べ
に
ば
な
幼
稚
園

　

高
畠
町
立
屋
代
小
学
校

【
連
続
入
賞
】

《
浜
田
広
介
記
念
館 

館
長
賞
》

　

大お
お
か
わ
ら

河
原
小さ

え絵   （
川
西
町
小
松
幼
稚
園
５
歳
）

真剣勝負！
　２月24日㈰、第27回まほろば尚武杯争奪少年剣道
大会が、町営体育館を会場に開催されました。
　大会には県内外から54団体、約400人が参加し、日
頃の稽古の成果を発揮しました。
【結果】
　優勝　米沢剣道直養会少年部（米沢市）
　２位　恵迪館（福島県伊達市）
　３位　大谷剣道スポ少（朝日町）
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夕
焼
け
に
入
り
江
染
ま
り
し
つ
か
の
間
を

　

心
は
ず
み
て
雪
原
に
佇た

つ

福　

沢　

山
中
よ
し

立
春
を
過
ぎ
て
な
ほ
降
る
積
雪
の

　

巳
年
の
冬
は
蛇
の
ご
と
長
し

夏　

茂　

吉
田
か
つ
み

マ
イ
ナ
ス
の
朝
が
続
く
と
漬
物
の

　

出
番
少
な
く
煮
物
多
し
と

筋　
　

佐
藤
ナ
ヲ
子

か
ら
す
に
は
か
ら
す
の
悩
み
あ
る
ら
し
き

　

夕
べ
し
き
り
に
争
い
て
鳴
く

高　

畠　

後
藤
瑩
子

受
験
生
落
つ
る
も
恥
じ
る
こ
と
は
な
し

　

失
敗
乗
り
越
え
道
は
開
ら
け
る

弥
生
町　

太
田
京
子

一
針
に
思
い
込
め
亡は

は母
仕
立
た
る

　

綿
入
く
る
ま
れ
冬
耐
え
忍
ぶ

亀　

岡　

大
槻
京
子

広
報
誌
い
つ
も
楽
し
く
読
み
お
る
と

　

都
の
友
の
エ
ー
ル
嬉
し
も

上
和
田　

大
浦
秀
一

人
の
世
の
喜
怒
哀
楽
は
己
が
身
の

　

一
度
の
命
や
さ
し
く
生
き
む

相　

森　

太
田
邦
夫

猛
吹
雪
春
の
足
音
消
す
如
く

　

夜
半
に
目
覚
め
て
寝
む
れ
ぬ
ま
ま
に

福　

沢　

山
中
よ
し

歳
ゆ
え
と
吾
は
思
え
ど
何な

ぜ故
か
く
に

　

俄に
わ

か
に
痩や
せ

せ
来き

し
体
な
ぞ
ら
う

二
井
宿　

勿

忘

草

孫
の
は
く
ジ
ー
パ
ン
膝
の
見
え
か
く
れ

　

気
に
な
り
つ
く
ろ
い
キ
モ
イ
と
云
わ
れ

亀　

岡　

齋
藤
ユ
リ
子

青
春
の
希
望
の
道
の
入
学
は

　

出
合
い
に
後
の
分
岐
点
あ
り

安
久
津　

髙
梨
忠
美

人
生
を
思
い
起
こ
せ
ば
愚
の
道
を

　

早
七な

な
そ
じ

十
路
の
時
は
巡
り
て

石　

岡　

川
井
み
よ

惚ぼ

け
た
る
を
知
ら
で
叱
り
し
夫
逝
き
ぬ

　

朝
夕
詫
び
て
香
灯
す
な
り

相　

森　

後
藤
ち
よ
ゑ

来
る
年
の
初
日
の
出
見
ゆ
登
山
道

　

登
る
坂
道
人
生
の
路み

ち

夏　

茂　

小
浅　

昭

静
か
な
る
大
地
の
春
を
朝
な
さ
な

　

眺
め
残
雪
融
け
行
く
が
見
ゆ

選
者
吟　

中
川
寛
二

柿
の
実
に
沢
山
の
雪
鮮
や
か
に

　

帽
子
か
む
り
し
如
く
眺
む
る

上
和
田　

佐
藤
律
子

潮
騒
を
遠
く
に
聞
き
て
湯
の
浜
の

　

間
瀬
田
の
宿
に
兄
弟
揃
う

石　

岡　

安
部　

富

す
こ
や
か
に
金
婚
も
過
ぎ
歩
み
来
し

　

幸
せ
祈
る
こ
の
先
々
を

元
和
田　

佐
藤
敏
子

窓
に
雪
三
日
荒
れ
る
と
人
の
言
ふ

　

冬
の
さ
な
か
の
寒
さ
き
び
し
も

馬　

頭　

我
妻
卯
吉

リ
ハ
ビ
リ
と
級と

も友
の
賀
状
受
け
と
り
て

　

老
い
を
噛
み
締
め
日
日
を
歩
ま
ん

福　

沢　

山
村
和
子

妹
の
家
は
木
々
の
み
を
残
し
つ
つ

　

さ
ら
地
に
重
き
雪
の
降
り
積
む

根　

岸　

金
子
協
子

中
川

寛
二

こ
の
町
に
生
き
こ
の
町
で
春
迎
ふ

一
本
柳　

中
手
保
子

三
陸
や
瓦
礫
の
空
に
凧
の
陣

高　

畠　

大
塚
野
菊

長
生
き
の
術す
べ

あ
れ
こ
れ
と
蜜
柑
む
く

福　

沢　

山
中
よ
し

啓け
い
ち
つ蟄
や
体
む
ず
む
ず
動
き
出
す

飯　

森　

皆
川
京
子

寄
せ
鍋
や
貝
も
ぱ
っ
く
り
し
ゃ
べ
り
だ
す

深　

沼　

寒
河
江
孝
子

今
朝
の
陽
や
き
ん
ぎ
ら
銀
に
猫
柳

竹　

森　

阿
部
と
よ

し
ょ
う
が
湯
に
体
温あ
た

た
め
春
の
風
邪

高　

畠　

島
津
繭
子

散
歩
待
つ
犬
の
白
息
せ
わ
し
な
く

一
本
柳　

佐
藤
幸
子

積
も
る
雪
つ
つ
け
ば
崩
る
春
近
し

福　

沢　

山
村
和
子

ど
か
雪
を
踏
み
て
回
覧
隣
組

糠
野
目　

中
野　

博

厳
冬
に
暖
を
探
し
て
竈
か
ま
ど

猫

福　

沢　

佐
藤
百
合
子

凍
て
る
朝
声
だ
け
か
わ
す
懐
ふ
と
こ
ろ
で手

竹　

森　

原
田
利
憲

青
い
眼
も
仲
間
入
り
な
り
古
雛
ひ
い
な

上
和
田　

鏡
た
か
子

ど
ん
ど
火
や
神
の
御み
た
ま霊
の
闇や
み

の
中

安
久
津　

髙
梨
忠
美

無
理
の
な
き
生
き
る
喜
び
春
う
ら
ら

下
和
田　

髙
橋
一
子

ま
ま
な
ら
ぬ
事
に
堪
え
て
る
冬
の
バ
ラ

二
井
宿　

御
田
俊
坊

ド
カ
雪
に
記
録
塗
り
替
え
五
メ
ー
ト
ル

弥
生
町　

皆
川
ゆ
た
か

冬
の
山
墨
絵
の
様
な
雄
姿
か
な

石　

岡　

川
井
み
よ

吹
く
風
の
流
れ
と
遊
ぶ
猫
や
な
ぎ

上
和
田　

大
浦
秀
一

裸
木
に
霧
氷
き
ら
め
き
冴さ
え
か
え返
る

夏　

茂　

吉
田
か
つ
み

白
鳥
の
声
が
き
こ
え
る
露
天
風
呂

上
和
田　

佐
藤
正
一

暦
こ
よ
み

見
て
干え

と支
の
方
角
初は
つ
も
う
で詣

夏　

茂　

小
浅　

昭

年
賀
状
一
言
欲
し
い
あ
な
た
ご
と

相　

森　

太
田
邦
夫

凍し

み
大
根
わ
ら
に
通
し
た
亡は

は母
姉
と

亀　

岡　

大
槻
京
子

六
地
蔵
西
季
折
り
折
り
の
花
持
ち
て

相　

森　

後
藤
ち
よ
ゑ

ね
ほ
だ
れ
で
我
身
も
ス
タ
ー
大
笑
い

二
井
宿　

里

山

【次回〆切り日】
俳句・短歌とも

平成25年４月30日㈫

▼
作
品
の
送
り
先
は
…　

〒
９
９
２

－

０
３
９
２
大
字
高
畠
４
３
６

　

町
企
画
財
政
課「
文
芸
欄
」ま
で
。

　
川
柳
、
俳
句
、
短
歌
部
門
は
部
門
を
明
記
の
う
え
ハ
ガ
キ
１

枚
に
。
詩
部
門
に
つ
い
て
は
便
箋
等
に
記
入
し
、
封
書
に
て
お

送
り
く
だ
さ
い
。

　

住
所
・
氏
名
・
電
話
番
号
を
忘
れ
ず
に
お
書
き
く
だ
さ
い
。

安
倍
の
世
は
人
そ
れ
ぞ
れ
に
夢
が
あ
る

一
本
柳　

枯

柳

夕
空
の
な
ご
み
わ
た
れ
る
満
月
や

上
和
田　

佐
藤
律
子

立
前
も
本
音
も
朧
お
ぼ
ろ

Ｔ
Ｐ
Ｐ

選
者
吟　

沢
田
稲
花

図書館図書館に行かなくちゃ！に行かなくちゃ！Books 高畠町立図書館☎（52）４４９３

４月の企画展
　４月 23 日～５月 12 日は子ども読書週間です。本の中では子どもた
ちが大活躍 !!

４月の開館日
日 月 火 水 木 金 土
１ ２ ３ ４ ５ ６

７ ８ ９ 10 11 12 13
14 15 16 17 18 19 20
21 22 23 24 25 26 27
28 29 30

は休館日
▶開館時間／
　火曜日～金曜日　９時～ 19時
　土・日・祝日　　９時～ 17時

◇世界から猫が消えたなら
川村 元気／マガジンハウス

◇輝天炎上　　　     　　　　海堂 尊／角川書店
◇糸車　　　 　　　　 　　宇江佐 真理／集英社
◇ 40 代大人女子のための“お年頃”読本

横森理香／アスペクト
◇心の疲れをとる技術　　　

下園 壮太／朝日新聞出版社

暮らしの裏ワザ便利帳Best 500
主婦の友社

　常温での食品長もちワザ、ほこり落としラク早
解決、節水の工夫…。だれでもすぐまねができ、
すぐに効果が上がる家事の裏ワザを、料理、掃除・
収納、洗濯、住まい、健康・美容などに分けて写
真で紹介する。

どどのろう
穂高 順也　岩崎書店

　昔々、願い事を3つだけ叶えてくれるという「ど
どのろう」という名の泥の人形があった。その不
思議な人形を手にした悪党2人は、人々からお金
を脅し取るために、人形にお願いをして恐ろしい

面の化け物にしてもらうが…。

新着図書の新着図書の
お知らせお知らせ

お
と
な
の
本

こ
ど
も
の
本

子どもが主役

◇びんぼうがみじゃ　　  　苅田 澄子／教育画劇
◇ともだちをさがそう、ムーミントロール　　 
　　　　　　　　　トーベ・ヤンソン／徳間書店
◇じゃんけんのすきな女の子   

松岡 享子／学研教育出版
◇ほんとうの「ドラッグ」　　近藤 恒夫／講談社
◇はだしのゲン　わたしの遺書　

中沢啓治／朝日学生新聞社下園 壮太／朝 新聞出版社 中沢啓治／朝 学 新聞社

▶問合せ先／高畠町文化ホールまほら　☎（52）４４８９　　http://www.mahora-takahata.jp/高畠町文化ホールまほら　☎（52）４４８９　　http://www.mahora-takahata.jp/

期　日 開演 催し物 入場料 主催者／問合せ先
３月22日㈮ 19:00 高畠町消防関係表彰伝達式 関係者 高畠町消防団本部／☎521505

３月24日㈯ 9:00 全東北歌謡選手権大会 一般500円 八巻／☎563339

３月31日㈰ 13:00
高畠町少年少女合唱団
エーデルワイス第14回定期演奏会

無　料 エーデルワイス金子／☎572881

４月12日㈮ 19:00 Ｍ－ＴＯＹ ＢＯＸ ライブ
一般3,000円

高校生以下1,000円
ライブスペースJam／☎424533   

４月13日㈯ 14:00 大場ピアノ教室発表会 無　料 大場ピアノ教室／☎574643

４月14日㈰ 14:00 第6回花の郷ヴァイオリンコンサート
一般1,500円
中高生500円

高畠町民懇話会 八巻／☎523263

４月15日㈪ 9:00 曹洞宗梅花流第43回奉詠大会 無　料
曹洞宗山形県第二宗務所

／☎0238833369

４月16日㈫ 19:00 ピアノ四重奏の夕べ
一般2,000円
学生1,000円

小野／☎070（5477）3004
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▲交流の輪が広がったよ！

▲みんななかよし!!

子育て通信子育て通信
高畠町子育て支援センター高畠町子育て支援センター

▼
問
合
せ
先
／
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

（
町
総
合
交
流
プ
ラ
ザ
内
）

☎
51
０
３
５
０

交
流
の
輪
が
広
が
っ
た
よ
！

お
ひ
さ
ま
の
光
も
暖
か

く
、
待
ち
に
待
っ
た

春
が
や
っ
て
き
ま
し
た
ね
。

　

24
年
度
も
た
く
さ
ん
の

方
々
に
支
援
セ
ン
タ
ー
を
ご

利
用
い
た
だ
き
、
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
お
家
の

方
と
お
子
さ
ん
の
成
長
を
共

に
喜
び
あ
い
な
が
ら
、
み
な

さ
ん
の
交
流
の
輪
が
広
が
る
よ
う
な

お
手
伝
い
を
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
ま
た
、
運
動
会
や

ク
ッ
キ
ン
グ
な
ど
の
催
し
で
は
、
お

家
の
方
に
グ
ル
ー
プ
の
リ
ー
ダ
ー
に

な
っ
て
い
た
だ
く
な
ど
、
力
を
発
揮

し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
お
子
さ
ん

か
ら
「
が
ん
ば
れ
」
の
声
が
掛
か
っ

た
り
、
お
家
の
方
同
士
で
声
を
掛
け

合
い
な
が
ら
助
け
合
う
姿
、
積
極
的

に
片
付
け
な
ど
を
手
伝
っ
て
く
だ
さ

る
姿
が
み
ら
れ
頼
も
し
く
感
じ
ら
れ

ま
し
た
。

　

支
援
セ
ン
タ
ー
を
利
用
し
て
く
だ

さ
っ
て
い
る
方
々
よ
り
、
支
援
セ
ン

タ
ー
を
通
し
て
お
子
さ
ん
の
成
長
の

様
子
や
利
用
し
て
の
感
想
を
い
た
だ

き
ま
し
た
の
で
ご
紹
介
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。

○
支
援
セ
ン
タ
ー
を

　
　
　
　
　
　
　

利
用
し
て
の
感
想

・
明
る
く
清
潔
な
場
所
で
、
の
び
の

　

び
と
遊
ば
せ
る
こ
と
が
出
来
て
楽

　

し
い
時
間
を
過
ご
す
こ
と
が
出
来

　

ま
し
た
。
先
生
や
お
友
だ
ち
の
マ

　

マ
と
あ
れ
こ
れ
お
し
ゃ
べ
り
す
る

　

こ
と
が
出
来
、
気
分
転
換
出
来
ま

　

し
た
。

・
福
島
か
ら
来
て
い
る
の
で
、
気
持

　

ち
が
休
ま
る
感
じ
が
し
ま
し
た
。

○
支
援
セ
ン
タ
ー
を
利
用
し
て

　

お
子
さ
ん
が
「
成
長
し
た
な
ぁ
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　

と
思
う
こ
と

・
年
上
の
お
子
さ
ん
に
刺
激
を
受
け

　

て
い
る
よ
う
で
、
家
で
も
真
似
し

　

た
り
、
小
さ
い
な
が
ら
も
自
分
で

　

考
え
て
行
動
す
る
よ
う
に
な
っ
た

　

事
。

・
お
友
だ
ち
と
の
関
わ
り
の
中
で
、

　

我
慢
す
る
こ
と
や
「
貸
し
て
」　

　

「
ど
う
ぞ
」
が
出
来
る
よ
う
に
な

　

り
、
一
緒
に
遊
べ
る
よ
う
に
な
っ

　

た
事
。

　

こ
の
他
に
も
た
く
さ
ん
の
感
想
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。
25
年
度
も
子
育

て
、
孫
育
て
の
お
手
伝
い
を
さ
せ
て

い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
、

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

▶実施期間／４月６日㈯～ 15日㈪
発生件数（増減） 死者数（増減） 負傷者数（増減）

高畠町 31（±０） ０（±０） 37（－２）

南陽市 33（－８） ０（±０） 41（－16）

　　　※増減は前年同時期との比較です

平成25年２月28日現在の交通事故発生状況
春の交通安全県民運動 交通安全「やさしさを　のせて走ろう　山形路」県民運動

やきとり店経営者募集

やきとり大吉高畠店
（年齢満20歳以上）

☎0238-52-5551

外
と や ま

山 愛
ま な と

士 くん
平成24年３月６日生（大新）
　お兄ちゃん大好き！　お兄ちゃん大好き！
　食べるの大好き♬　食べるの大好き♬

石
いしかわ

川 悠
ゆ う た

太 くん
平成24年３月20日生（上和田三）
我が家の太陽です (̂ )̂我が家の太陽です (̂ )̂☀☀

佐
さ と う

藤 陽
ひ よ り

和 ちゃん
平成24年３月17日生（西町）

元気いっぱい！元気いっぱい！
お姉ちゃん大好き♥お姉ちゃん大好き♥

未
来
っ
子
登
場

未
来
っ
子
登
場我

わがつま

妻  芽
いぶき

  ちゃん
平成24年３月13日生（小郡山）

おねぇちゃん、おにいちゃんおねぇちゃん、おにいちゃん
大好き♡大好き♡

鈴
す ず き

木 天
そ ら と

仁 くん
平成24年３月26日生（中島北）
☆おねぇちゃんだ～いすき♥☆おねぇちゃんだ～いすき♥

安
あ べ

部 心
こ こ な

那 ちゃん
平成24年３月14日生（福沢南）

食べるの大好き♡食べるの大好き♡
　イタズラ大好き♡　イタズラ大好き♡

満
１
歳
に
な
る

　

お
子
さ
ん
を
募
集
し
ま
す

　

５
月
号
に
掲
載
す
る
の
は
、平

成
24
年
４
月
〜
５
月
中
に
生
ま
れ

た
町
内
在
住
の
お
子
さ
ん
で
す
。

♪
申
込
締
切
／
４
月
12
日
㈮

♪
申
込
先
／
町
企
画
財
政
課
広
聴

　

広
報
係　

☎（
52
）４
４
７
６

♪
申
込
書
が
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、

　

写
真
を
持
参
の
う
え
町
企
画
財

　

政
課
ま
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

CChildreh ld n

▼申請・問合せ先／町町民課医療給付係
☎（52）１３２７

《高齢受給者証》《高齢受給者証》
満 70歳になると「高齢受給者証」が交付されます。満 70歳になると「高齢受給者証」が交付されます。
●国民健康保険に加入している「昭和 18 年３月
　２日生から昭和 18 年４月１日生まで」の方が
　対象となります。高齢受給者証は、４月１日か
　ら使うことができるため、３月 25 日過ぎに送
　付いたします。
●国民健康保険以外に加入されている方は、現在
　加入している健康保険より交付されます。
●「高齢受給者証」で受診した際の自己負担割合
　は、課税所得や収入金額によって異なります。
　送付された高齢受給者証をご確認ください。
●「高齢受給者証」は、必ず受診している医療機
　関にご提示ください。

《子育て支援医療証（就学前まで）》《子育て支援医療証（就学前まで）》
　今月末で更新が必要な方は、１歳児から５歳児までで
誕生日が３月２日生から４月１日生までの方です。

●持ち物／①お子さんの健康保険証
　　　　　②印鑑（スタンプ印以外）
　　　　　③扶養者の平成 23 年分の所得額と控除
　　　　　　額のわかる書類（平成 24 年 1 月 1 日に
　　　　　　高畠町に住所が無い方）

●申請受付期間／３月 21 日㈭～４月９日㈫

今月の医療証今月の医療証

遠
えんどう

藤 怜
れ ま

麻 ちゃん
平成24年４月26日生（本町）
お姉ちゃんとそっくり??お姉ちゃんとそっくり??

　

平
成
平
成
2424
年
３
月
〜
４
月
生
ま
れ

年
３
月
〜
４
月
生
ま
れ

赤ちゃん手形をつくろう赤ちゃん手形をつくろう
　赤ちゃんの健やかな成長を
願って、記念の手形を作りま
せんか？陶芸用の粘土に手形
をとって焼きあげます。
▶期間／５月１日㈬～５日㈷
▶時間／９時～ 16 時
　※受付は 15 時 30 分まで。最終日は 15 時まで
▶対象／０～２歳児（３歳未満）
▶参加費／手形 500 円・桐箱 500 円（希望者のみ）
▶申込み／期間中希望日の前日まで
　※当日受付も可。ただし予約の方優先。
　※乾燥焼成後に完成となりますので、手形のお渡し
　　は８月１日以降になります。
▶問合せ先／山形県立うきたむ風土記の丘考古資料館

☎（52）２５８５
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鍼灸専門治療院

まほろば針灸院
時間予約制　電話０２３８－５２－４５３３
休 診 日　日曜、祝祭日、木曜日
　　 鍼灸師　 平田朋子（介護予防運動指導員）

　　　　　　   保険治療要相談（要医師同意書）
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参
加
者
募
集
！

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア  

（
シ
ン
グ
ル
ト
ン 

お
よ
び 

シ
ド
ニ
ー
）

７
月
29
日
㈪　

〜　

８
月
７
日
㈬ 　

10
日
間

　

豊
か
な
国
際
感
覚
と
国
際
社
会
に
対
応
で
き
る
人
材
を
育
成
す
る
た
め
、
次
代
を
担
う
若
者

が
外
国
の
文
化
や
生
活
習
慣
を
肌
で
感
じ
、
外
国
に
対
す
る
知
識
や
理
解
を
深
め
る
こ
と
を
目

的
に
実
施
し
ま
す
。
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
で
の
授
業
参
加
や
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
、
現
地
の
自
然
散
策

な
ど
楽
し
く
過
ご
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

派

遣

地

派
遣
期
間

中
・
高
生
夏
休
み
海
外
派
遣

中
・
高
生
夏
休
み
海
外
派
遣

高
畠
町
人
材
養
成
事
業

▼
応
募
資
格
／

　

○
高
畠
町
に
在
住
す
る
中
学
３
年
生
・
高
校
生
で
、
外
国
の
文
化
や
生
活
に
興
味
が
あ
り
、

　
　

協
調
性
に
富
み
団
体
行
動
の
で
き
る
方
。

　

○
６
月
中
旬
か
ら
出
発
前
ま
で
、
７
回
程
度
の
事
前
研
修
に
参
加
で
き
る
方
。

　
　
（
過
去
に
こ
の
事
業
お
よ
び
同
種
の
事
業
に
よ
る
派
遣
を
受
け
た
方
は
除
き
ま
す
）

▼
募
集
人
員
／
12
人
程
度

▼
自
己
負
担
金
／
研
修
費
用
10
万
円

　
（
た
だ
し
、
渡
航
手
続
き
費
用
・
個
人
的
経

　

費
等
は
別
途
か
か
り
ま
す
）

▼
応
募
方
法
／
①
海
外
派
遣
員
申
請
書　

②
学

　

校
長
・
保
護
者
の
承
諾
書　

③
自
己
ア
ピ
ー

　

ル
表
を
添
え
て
申
込
み
く
だ
さ
い
。

　

※
申
請
用
紙
は
中
学
校
、
高
校
、
町
社
会
教

　
　

育
課（
町
中
央
公
民
館
内
）に
あ
り
ま
す
。

▼
募
集
期
間
／
４
月
15
日
㈪
〜
５
月
13
日
㈪

　

※
５
月
13
日
㈪
必
着
の
こ
と

▼
派
遣
員
の
選
考
／
書
類
審
査
と
面
接

▼
面
接
日
／
５
月
25
日
㈯

▼
派
遣
員
の
決
定
／
６
月
上
旬
に
本
人
へ
通
知

▼
問
合
せ
先
／
町
社
会
教
育
課
☎
52
４
４
８
７

▶
平
成
24
年
度

　

シ
ン
グ
ル
ト
ン
ハ
イ
ス
ク
ー
ル
前
で

小学生限定！二丁笠の踊り手を募集します
　
「
二
丁
笠
（
踊
り
）」
は
、
小
さ
な
花
笠
を
両

「
二
丁
笠
（
踊
り
）」
は
、
小
さ
な
花
笠
を
両

手
に
持
っ
て
踊
る
、
と
て
も
愛
ら
し
く
美
し
い

手
に
持
っ
て
踊
る
、
と
て
も
愛
ら
し
く
美
し
い

踊
り
で
す
。

踊
り
で
す
。

　

今
年
で
４
回
目
と
な
り
ま
す
。
練
習
の
成
果

　

今
年
で
４
回
目
と
な
り
ま
す
。
練
習
の
成
果

を
８
月
の
「
青
竹
ち
ょ
う
ち
ん
ま
つ
り
」
で
披

を
８
月
の
「
青
竹
ち
ょ
う
ち
ん
ま
つ
り
」
で
披

露
し
ま
し
ょ
う
。

露
し
ま
し
ょ
う
。

　

こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
踊
っ
て
み
ま
せ
ん
か
？

　

こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
踊
っ
て
み
ま
せ
ん
か
？

◇◇
対対　

　
　
　

象象
／
小
学
生
の
女
子

／
小
学
生
の
女
子

◇◇
募
集
人
数

募
集
人
数
／／
1515
人人

◇◇
募
集
締
切

募
集
締
切
／
４
月

／
４
月
1212
日
㈮
日
㈮

◇◇
練
習
期
間

練
習
期
間
／
５
月
か
ら
毎
月
２
回
を
予
定

／
５
月
か
ら
毎
月
２
回
を
予
定

　
（
毎
回

　
（
毎
回
9090
分
程
度
の
練
習
と
な
り
ま
す
）

分
程
度
の
練
習
と
な
り
ま
す
）

◇◇
応
募
条
件

応
募
条
件
／
原
則
と
し
て
、
右
記
の
練
習
に

／
原
則
と
し
て
、
右
記
の
練
習
に

　

参
加
で
き
る
こ
と
。
ま
た
、
８
月

　

参
加
で
き
る
こ
と
。
ま
た
、
８
月
1616
日
㈮
の

日
㈮
の

　
「
青
竹
ち
ょ
う
ち
ん
ま
つ
り
」
民
踊
パ
レ
ー

　
「
青
竹
ち
ょ
う
ち
ん
ま
つ
り
」
民
踊
パ
レ
ー

　

ド
に
参
加
で
き
る
こ
と
。

　

ド
に
参
加
で
き
る
こ
と
。

◇◇
申
込
・
問
合
せ
先

申
込
・
問
合
せ
先
／
た
か
は
た
夏
ま
つ
り
実

／
た
か
は
た
夏
ま
つ
り
実

　

行
委
員
会
事
務
局
（
町
産
業
経
済
課
内
）　

　

行
委
員
会
事
務
局
（
町
産
業
経
済
課
内
）　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

☎
52
４
４
８
２

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

☎
52
４
４
８
２

コピー機
パソコン

プリンター

コピー機
その他ОＡ機器

プリンター
パソコン

その他ОＡ機器

　

災
害
に
強
い
町
を
作
り
、
町
民
の

生
命
・
身
体
・
財
産
を
守
る
と
い
う

使
命
の
下
、
今
年
度
の
高
畠
町
春
季

消
防
演
習
が
４
月
28
日
㈰
二
井
宿
地

区
・
上
駄
子
町
地
内
で
行
わ
れ
ま
す
。

　

当
日
は
、
サ
イ
レ
ン
と
警
鐘
が
鳴

り
ま
す
の
で
、
火
災
と
間
違
わ
な
い

よ
う
ご
注
意
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
演

習
会
場
付
近
で
は
交
通
規
制
が
行
わ

れ
ま
す
の
で
、
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

▼
問
合
せ
先
／
高
畠
消
防
署

　
　
　
　
　
　
　
　

☎
52
１
５
０
５

高
畠
町

高
畠
町

　

春
季

　

春
季
消
防
演
習

消
防
演
習

《
火
災
防
ぎ
ょ
訓
練
》

　

▼
時
間
／
８
時
開
始

　

▼
場
所
／
上
駄
子
町

　
　
　

米
鶴
酒
造
株
式
会
社
付
近

《
式　

典
》

　

▼
時
間
／
９
時
30
分
開
始

　

▼
場
所
／
二
井
宿
小
学
校

　
　
　
　
　
　
　
　

グ
ラ
ウ
ン
ド

　
（
雨
天
時
／
同
小
学
校
体
育
館
）

上下水道課からの
               お知らせ ４月から水道メーター検針を再開水道メーター検針を再開します

　水道検針は、毎月１日から 10 日の間にお伺いします。
　メーターの周辺には物を置かないようにしてください。
　雪や障害物等で検針ができない場合は推定料金となりますので、
ご協力をお願いします。します。
　※４月分料金は、冬期推定期間分を精算した料金となります。
　▶問合せ先／町上下水道課業務係　☎（52）４４８３

糠
野
目
小
学
校（
南
校
舎
）の

糠
野
目
小
学
校（
南
校
舎
）の

　
　
　

耐
震
診
断
結
果
に
つ
い
て

　
　
　

耐
震
診
断
結
果
に
つ
い
て

　

糠
野
目
小
学
校
の
耐
震
診
断
を
実

施
し
た
結
果
、
耐
震
性
を
示
す
指
標

値
（
Ｉ
ｓ
値
）
が
文
部
科
学
省
で
示

す
基
準
０.7
未
満
で
あ
っ
た
た
め
、
平

成
25
年
度
に
耐
震
補
強
工
事
を
実
施

し
ま
す
。

　

給
食
棟
の
工
事
も
あ
る
た
め
調
理

が
出
来
な
い
期
間
が
あ
り
ま
す
。
糠

小
児
童
な
ら
び
に
四
中
生
徒
の
保
護

者
の
方
々
に
は
ご
迷
惑
を
お
か
け
し

ま
す
が
、
ご
協
力
く
だ
さ
い
ま
す
よ

う
お
願
い
し
ま
す
。

▼
問
合
せ
先
／
町
教
育
総
務
課
施
設

　

管
理
係　
　
　
　

☎
52
３
０
５
４

建築区分 構造 建築年 Is 値 補強工事年度補強前 補強後

校舎棟 鉄筋コンクリート２階 昭和 56 年 0.34 0.71
平成 25 年度

給食棟 鉄筋コンクリート１階 昭和 57 年 0.27 0.73
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しほ 薬 局
営業時間
平日AM9:00～PM6:30
土曜AM9:00～PM4:00

高畠町泉岡426-1
（文化ホールまほら向い）

☎５２－４０８１
℻  ５２－４８８８

●処方せん調剤
●一般用医薬品
●漢方薬
●動物用医薬品

4 か月児健診
モグモグぐんぐん
離乳食・育児相談
(7･8 か月児 )

すくすく育児相談
（1歳児）

1歳 6か月
児健診＊）

2歳児歯科
健康相談＊）

2歳 6か月
児歯科健診＊）

3歳児歯科
健康相談＊）

3歳 6か月児
健診＊）

小児科医・整形外
科医保健師・助産
師・管理栄養士

保健師・
管理栄養士

保健師・管理栄養士
歯科衛生士

小児科医・歯科医・
歯科衛生士保健師・

管理栄養士
歯科衛生士 歯科医・歯科衛生士・

保健師 歯科衛生士
小児科医・歯科医・
歯科衛生士・保健師・
管理栄養士・臨床心理士

13:00 までお
いでください

受付時間
9:15 ～ 9:30

個別案内
9:00 ～

受付時間
13:00 ～ 13:15

受付時間
13:00 ～ 13:15

受付時間
13:00 ～ 13:15

受付時間
13:00 ～ 13:15

受付時間　
13:00 ～ 13:15

4/24
( 水 )

H24 年
12月生

4/18
（木）

H24年
3月生 4/17

( 水 )
H23 年
8月生

4/19
( 金 )

H23 年
3月生

4/17
( 水 )

H22 年
3月生

4/19
( 金 )

H21 年
9月生4/23

（火） 4月生

5/29
( 水 )

H25 年
1月生

5/14
（火）

H24年
9・10月生

5/21
（火） 5月生 5/15

( 水 ) 9 月生 5/17
( 金 ) 4 月生 5/23

（木）
H22年
10・11月生

5/15
( 水 ) 4 月生 5/17

( 金 ) 10 月生

6/26
( 水 ) 2 月生 6/18

（火） 6月生 6/12
( 水 ) 10 月生 6/21

( 金 ) 5 月生 6/12
( 水 ) 5 月生 6/21

( 金 ) 11 月生

7/31
( 水 ) 3 月生 7/30

（火） 11・12月生 7/23
( 火 ) 7 月生 7/17

( 水 ) 11 月生 7/19
( 金 ) 6 月生 7/25

（木）

H22年
12月生
H23年
1月生

7/17
( 水 ) 6 月生 7/19

( 金 ) 12 月生

8/28
( 水 ) 4 月生 8/20

( 火 ) 8 月生 8/21
( 水 ) 12 月生 8/9

( 金 ) 7 月生 8/21
( 水 ) 7 月生 8/9

( 金 )
H22 年
1月生

9/25
( 水 ) 5 月生 9/10

（火）
H25年
1・2月生

9/27
( 金 ) 9 月生 9/18

( 水 )
H24 年
1月生

9/20
( 金 ) 8 月生 9/19

（木）
H23年
2・3月生

9/18
( 水 ) 8 月生 9/20

( 金 ) 2 月生

10/30
( 水 ) 6 月生 10/22

( 火 ) 10 月生 10/16
( 水 ) 2 月生 10/18

( 金 ) 9 月生 10/16
( 水 ) 9 月生 10/18

( 金 ) 3 月生

11/27
( 水 ) 7 月生 11/26

（火） 3・4月生 11/19
( 火 ) 11 月生 11/20

( 水 ) 3 月生 11/15
( 金 ) 10 月生 11/14

（木） 4・5月生 11/20
( 水 ) 10 月生 11/15

( 金 ) 4 月生

12/25
( 水 ) 8 月生 12/20

( 金 ) 12 月生 12/18
( 水 ) 4 月生 12/13

( 金 ) 11 月生 12/18
( 水 ) 11 月生 12/13

( 金 ) 5 月生

1/29
( 水 ) 9 月生 1/21

（火） 5・6月生 1/28
( 火 )

H25 年
1月生

1/22 
( 水 ) 5 月生 1/17 

( 金 ) 12 月生 1/23
（木） 6・7月生 1/22

( 水 ) 12 月生 1/17
( 金 ) 6 月生

2/26
( 水 ) 10 月生 2/25

( 火 ) 2 月生 2/19
( 水 ) 6 月生 2/21

( 金 )
H24 年
1月生

2/19
( 水 )

H23 年
1月生

2/21
( 金 ) 7 月生

3/26
( 水 ) 11 月生 3/11

（火） 7・8月生 3/25
( 火 ) 3 月生 3/19

( 水 ) 7 月生 3/14
( 金 ) 2 月生 3/20

（木） 8・9月生 3/19
( 水 ) 2 月生 3/14

( 金 ) 8 月生

*）希望者にフッ素塗布あり　
休日診療所からのお知らせ！！   ◇南陽東置賜休日診療所当番医（南陽市椚塚 420-7） 

期    日 当 番 医 氏 名 電話番号 受付時間
４月　７日（日） 渡　辺　彰　博

☎（40）３４５６ ８時 45 分～ 11 時 45 分
13 時～ 16 時 30 分

４月 14 日（日） 加　藤　浩　司
４月 21 日（日） 西　山　大　輔
４月 28 日（日） 川　合　正　和
４月 29 日（月） 鈴　木　泰　宏
５月　３日（金） 大　塚   　　聡
５月　４日（土） 佐　藤　　　哲
５月　５日（日） 佐　藤　史　井
５月　６日（月） 粕　川　俊　彦
５月 12 日（日） 相　田　睦　武

★会場はすべて高畠町健康管理施設「げんき館」です。平成 25年度　高畠町 母子保健事業日程
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株式会社株式会社  菅野実務研究所菅野実務研究所
山形県東置賜郡高畠町大字高畠 522-3山形県東置賜郡高畠町大字高畠 522-3
TELTEL  52-413352-4133

不動産を科学する不動産を科学する
宅地建物取引業許可／山形県（10）1037

シンフォニー
Gシリーズ登場！本体価格 1,410万円～

カンノジツム 検索

雪下ろしのいらない「インサイダー無落
融雪建築工法」（特許公開中）と省エネの
「地温空調システム工法」（特許申請中）に
よるエコで快適な高断熱住宅です。

げんき館げんき館からのからのお知らせお知らせげんき館からのお知らせ
▶問合せ先／町健康推進課（げんき館内）　☎（52）５０４５　※今年度の健診日程は以下のとおりです。

　　☆実施場所／町健診センター（げんき館内）および公立高畠病院　　☆受付時間／午前 7時～ 7時 30 分

□で囲んでいる日が健診予定日です。
　・受診日は地区単位で指定してご案内いたします。
　　指定日にご都合が悪いときは、変更ができますので、遠慮なくご連絡ください。

●印が結核健康診断実施日です。
　・65 歳以上の方は、年１回の結核健康診断が義務付けられています。
　　かかりつけ医などで、結核健康診断（胸部レントゲン撮影）を受けられた方は、
　　通知書の「医療機関証明欄」に記入してもらって、げんき館に提出してください。
　　受診したことが証明できる書類と一緒に通知書を提出いただいてもかまいません。

平成 25 年度　健診・結核健康診断日程表　平成 25年度　健診・結核健康診断日程表　

▶問合せ先／町健診センター（げんき館内）☎（52）１１１６
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　日本脳炎の予防接種については、接種後に重い病
気になった事例があったことをきっかけに、平成 17
年度から平成 21 年度まで、日本脳炎の予防接種の
ご案内を行っていませんでした。その後、新たなワ
クチンが開発され、通常通り接種を受けられるよう
になっています。
※昨年、日本脳炎予防接種後に亡くなられたとの報
道がありましたが、調査の結果、国では因果関係は
ないものとの発表をしております。

～通常の対象者～
◆１期未接種者（初回２回・追加１回の計３回）
　→満３歳以上～７歳６か月未満（※参照）
◆２期未接種者→満９歳以上～ 13 歳未満（※参照）

※経過措置の対象者
　予防接種法施行令の一部改正により、平成７年４月２日
生～平成 19 年４月１日生れの方（接種勧奨を差し控えて
た年齢の方）で、１期・２期の接種が終わっていない方は、
20歳未満までの間に、定期予防接種として公費負担で接種
ができます。
　母子健康手帳を確認いただき、接種を希望する方は予
診票をお渡ししますので町健康推進課（げんき館：☎（52）
５０４５）へご連絡ください。

日本脳炎の予防接種日本脳炎の予防接種
　　　　　　　について　　　　　　　について

平成 25 年度対象の方には、個別に予診票などを
同封してご案内いたします。
▶接種期間／平成 25 年４月１日～
　　　　　　　　　　平成 26 年３月 31 日まで

※接種期間を過ぎると接種料金は全額自己負担と
なりますので、お早めにお受けください。
▶問合せ先／町健康推進課（げんき館内）
　　　　　　　　　　　　　　　☎（52）５０４５

「麻しん・風しん混合（ＭＲ）２期」
 　　　  「ジフテリア・破傷風混合（ＤＴ）２期」

　　の予防接種をお早めに受けましょう！！

　高畠町では、下記の方を対象に接種費用の一部を助成し
ています。
肺炎球菌ワクチンは、肺炎などの感染症を予防し重症化を
防ぐのに有効とされております。
主治医とご相談のうえ、接種を希望する場合は、助成申請
書をお持ちになりお受けください。

高齢者肺炎球菌ワクチン高齢者肺炎球菌ワクチン
予防接種費用の一部助成のお知らせ予防接種費用の一部助成のお知らせ

予　防　接　種　名 対　象　者

麻しん・風しん混合
( ＭＲ ) ２期

平成 19 年４月２日生～
平成 20 年４月１日生

ジフテリア・破傷風混合
( ＤＴ ) ２期

平成 13 年４月２日生～
平成 14 年４月１日生

対象者

高畠町民で、接種時に
満 75 歳以上の方

ただし、平成 23･24 年度に町の
助成で接種した方は除きます。

助成期間 平成 26 年 3月 31 日まで

助成金額 3,000 円（1人１回限り）

助成を受ける
には

接種時に助成申請書（※ 1）
を協力医療機関 ( ※ 2)
へ提出してください。

（※ 1）助成申請書をお持ちでない方は、げんき館にお越しいただくか、
　　　  町健康推進課（げんき館内）☎（52）５０４５ にご連絡いただければお送りいたします。
（※2）協力医療機関は、高畠町・米沢市・南陽市・川西町の医療機関になります。協力医療機関以外で接種する場合は、
　　　 接種費用の全額をお支払いになり、「領収書」・「接種済証」・「印鑑」・「振込先が分かる物（通帳など）」
　　　  をげんき館に持参のうえ、助成金額の請求手続きにお越しください。（請求期限は、平成 26 年 3月 31 日まで）

【子宮頸がん予防ワクチン】
　平成25年度に中学１年生となられる方および対象年齢となっている方で未接種者の方には、個別でご案内いたします。　　　

対象年齢 高校１年生相当～中学１年生（平成９年４月２日生～平成 13 年４月１日生）

接種回数 ３回

接種期間 高校１年生相当年齢の方は、平成 26 年３月 31 日まで

接種費用 無 　料　 ※ただし、高畠町・南陽市・川西町以外の医療機関で受ける場合は、　　　　　　　　　　　　　 　 自己負担が発生する場合があります。

接種方法 　 個 別 接 種
　（医療機関に予約必要） 

または

ワクチンの
種類と
接種間隔

・サーバリックス（２価）を接種した場合
　　                    ⇒１回目を０月として以降、１、６月後で計３回
・ガーダシル（４価）を接種した場合
　                    　⇒１回目を０月として以降、２、６月後で計３回

【ヒブワクチン・小児用肺炎球菌ワクチン】
　新生児のお子様には、個別に他の予防接種の予診票と合わせてご案内しております。
※予診票がない方はお問合せ先にご連絡ください。 

ヒブワクチン 小児用肺炎球菌

対象年齢と
接種回数

接種開始が
　・生後２か月～７か月未満
　　　→初回３回、追加１回の計４回
　・生後７か月～１歳未満
　　　→初回２回、追加１回の計３回
　・１歳～５歳未満
　　　→１回

 接種開始が
　　・生後２か月～７か月未満
　　　　→初回３回、追加１回の計４回
　　・生後７か月～１歳未満
　　　　→初回２回、追加１回の計３回
　　・１歳～２歳未満
　　　　→２回
　　・２歳～５歳未満
　　　　→１回

接種費用 無 　料　　※ただし、高畠町・南陽市・川西町以外の医療機関で受ける場合は、　　　　　　  　自己負担が発生する場合があります。

接種方法
    　 　　　　　　※ただし、高畠町・南陽市・川西町以外の医療機関で受ける場合は、
　　　　　　　　　　　　 げんき館に印鑑と母子健康手帳を持参のうえお越しください。

▶問合せ先／健康推進課（げんき館内）☎（52）５０４５

個 別 接 種
（医療機関に予約必要）

子宮頸がん予防ワクチン・ヒブワクチン・小児用肺炎球菌子宮頸がん予防ワクチン・ヒブワクチン・小児用肺炎球菌
ワクチンの予防接種が４月より定期接種となります！！ワクチンの予防接種が４月より定期接種となります！！

集 団 接 種
（中学１年生対象）

※ただし、高畠町・南陽市・川西町以外の医療機
　関で受ける場合は、げんき館に印鑑と母子健康
　手帳を持参のうえお越しください。
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日      時　　４月20日（土）
　　　　　　９時30分集合、12時30分頃解散
　　　　　　　※希望者には、８時30分～９時20分まで健康チェック
　　　　　　 　（血圧、脈拍、骨密度、体重ほか）を行います
集合場所　　ウォーキングセンター（道の駅たかはた）
                  ◎終了後に豚汁をご用意しています
参 加 費　　 大人・・・200円　　小・中学生・・100円
　　　　　　＊当日集金します。
持 ち 物　　 おにぎり、水筒、おわん、はし、敷物、タオル、帽子
申し込み　　４月11日（木）まで　　

月1回の「健康運動講座」
　　　　  参加者募集！！

①ウォーキング
（小学生以下の方は保護者同伴）
　町なかウォーキングコース（約5.2㎞）
②ノルディックウォークコース
（中学生以上先着 30名）
　簡単な講習会のあと専用のストックを
使って１時間程度歩きます。上半身の筋
肉も使うので全身運動になり、普通の
ウォーキングよりも楽にペースアップに
つながり、消費エネルギーが高くなります。

当日朝８時に決定しますのでウォーキングセンターに問い合せください。　　
▶参加申し込み先／げんき館　☎（52）５０４５、高畠町ウォーキングセンター　☎（52）５４３３

参加者募集します！

　日頃、体を動かしたいと考えているけれど、「何をしたら
効果があるかわからない」「忙しくて運動する機会がない」
という方へ。毎日の生活の中で運動するチャンスは実は山
ほどあります。町では、毎月 1回、定例での運動講座を行っ
ています。毎回参加できる方はもちろん、1回だけの参加も
できますので、皆さんのご参加お待ちしています。

◇開催期日／毎月１回（原則第３月曜日）
期　　日 期　　日

１ ４月 15 日（月） ７ 10 月 21 日（月）

２ ５月 20 日（月） ８ 11 月 18 日（月）

３ ６月 17 日（月） ９ 12 月 16 日（月）

４ ７月 16 日（火） 10  １月 20 日（月）

５ ８月 19 日（月） 11  ２月 17 日（月）

６ ９月 17 日（火） 12  ３月 17 日（月）

◆ 内　　容／運動実技（ストレッチやリズム体操など）
◇ 開催時間／ 10 時～ 11 時 30 分
◆ 会　　場／健康管理施設「げんき館」多目的研修室
◇ 参 加 費／無 料
◆ 持 ち 物／内ズック、水分補給のための飲料
　 ※動きやすい服装でおこしください
◇ 定　　員／ 30 名（先着順）
◆ 申 込 み／毎回開催日の３日前まで下記にご連絡ください。
▶ 申込・問合せ先／町健康推進課健康増進係　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　☎（52）５０４５

し集集集ししししししままままますすすす！

第4 回 たかはた健康・さくらウォーク

「私たちの健康は私たちの手で」　
　　　　　　～こんにちはヘルスメイトです～

　　　　　　　　　　　　     和田地区食生活改善推進員会
　私達「食生活改善推進員」が考えたヘルシーメニューを、
２月 28 日にレストラン「げんき亭」（健康管理施設げんき
館内）で提供して頂きました。「白菜とりんごのとれる季節
にレシピを教えて欲しかった」「ババロアは甘さ控えめでお
いしい」と好評でした。尚、レシピはげんき館にございます
ので、ご希望の方はお持ちください。次回は、４月26日を予
定しています。ぜひ皆さんご試食ください。お待ちしています。

＊4 月のご案内＊

◆提供日／４月 26 日（金）◆提供日／４月 26 日（金）
　※営業時間 11 時 30 分～ 14 時　※営業時間 11 時 30 分～ 14 時
　※無くなり次第終了となりますが、ご希望の方には予約　※無くなり次第終了となりますが、ご希望の方には予約
　　を受付ております。　　を受付ております。
 （４月 19 日まで ☎（52）４８７７ げんき亭へ） （４月 19 日まで ☎（52）４８７７ げんき亭へ）
◆料金／ 500 円◆料金／ 500 円
◆献立／あじの辛子揚げ・切干大根の五種和え・◆献立／あじの辛子揚げ・切干大根の五種和え・
　　　　具だくさん中華スープ・雑穀ごはん　　　　具だくさん中華スープ・雑穀ごはん
▶問合せ先▶問合せ先／町健康推進課　☎／町健康推進課　☎（52）５０４５５０４５

雨天の場合は
中止となります

内  容内  容

これならこれなら
できる！

!
できる！

!

広告

く
ら
し
の
情
報

く
ら
し
の
情
報

く
ら
し
の
情
報

く
ら
し
の
情
報

国
民
健
康
保
険
証
が

変
わ
り
ま
す

お
知
ら
せ

　

町
電
算
シ
ス
テ
ム
の
変
更
に
伴

い
、
４
月
１
日
か
ら
国
民
健
康
保
険

の
被
保
険
者
証(

以
下
、
保
険
証)

等
が
新
し
く
な
り
ま
す
。

　

国
保
加
入
者
の
保
険
証
、
高
齢
受

給
者
証
等
が
全
て
対
象
と
な
り
、
３

月
末
ま
で
、
世
帯
主
あ
て
に
郵
送
い

た
し
ま
す
の
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　

４
月
１
日
か
ら
医
療
機
関
を
受
診

す
る
場
合
は
、
新
し
い
保
険
証
等
を

必
ず
提
示
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
問
合
せ
先
／
町
町
民
課
医
療
給
付

　

係　
　
　
　
　
　

☎
52
１
３
２
７

国
民
生
活
基
礎
調
査
に

ご
協
力
願
い
ま
す

　

国
民
生
活
基
礎
調
査
は
、
選
定
さ

れ
た
調
査
地
区
内
の
全
て
の
世
帯
を

対
象
に
、
保
健
・
医
療
・
年
金
・
健
康
・

介
護
等
国
民
生
活
の
基
礎
的
事
項
に

つ
い
て
現
状
を
明
ら
か
に
し
、
国
の

厚
生
行
政
の
施
策
に
反
映
さ
せ
る
こ

と
を
目
的
に
厚
生
労
働
省
が
毎
年

行
っ
て
い
る
基
幹
統
計
調
査
で
す
。

　

４
月
中
旬
か
ら
統
計
調
査
員
が
訪

問
し
ま
す
の
で
、
調
査
へ
の
ご
理

解
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

▼
調
査
日
／
６
月
６
日
㈭

▼
問
合
せ
先
／
置
賜
保
健
所
保
健
企

　

画
課
健
康
企
画
担
当☎

22
３
０
０
４

紙
お
む
つ
券
給
付
事
業
の

受
付
が
始
ま
り
ま
す

　

在
宅
で
介
護
を
必
要
と
し
て
い
る

方
に
衛
生
的
で
快
適
な
生
活
環
境
を

提
供
す
る
と
と
も
に
、
介
護
を
し
て

い
る
方
の
負
担
を
軽
減
す
る
た
め
、

紙
お
む
つ
券
（
金
券
）
の
給
付
を
行

い
ま
す
。

▼
給
付
内
容
／
月
額
１
、
０
０
０
円

　

分
の
紙
お
む
つ
券
を
交
付
し
ま
す
。

▼
対
象
者
／
高
畠
町
に
住
所
を
有
し
、 

　

在
宅
で
介
護
を
受
け
て
お
り
常
時

　

紙
お
む
つ
を
使
用
し
て
い
る
方
で

　

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
方

※
介
護
保
険
で
要
介
護
１
以
上
の
認

　

定
を
受
け
て
い
る
方

※
18
歳
以
上
で
身
体
障
害
者
手
帳
１

　

級
ま
た
は
２
級
を
お
持
ち
の
方

※
３
歳
以
上
18
歳
未
満
の
方
で
重
度

　

の
障
が
い
が
あ
る
方

▼
申
請
で
き
る
方
／
対
象
者
本
人
、

　

ま
た
は
対
象
者
を
介
護
さ
れ
て
い

　

る
方
。

▼
申
請
受
付
／
４
月
10
日
㈬
か
ら
平

　

成
26
年
３
月
31
日
㈪
ま
で

※
平
成
24
年
度
お
む
つ
券
を
受
給
さ

　

れ
て
い
た
方
に
は
、
申
請
書
と
詳

　

し
い
ご
案
内
を
お
送
り
い
た
し
ま
す
。

▼
申
込
・
問
合
せ
先
／
町
福
祉
課　

　

包
括
支
援
係　
　

☎
52
４
４
９
５

　

障
が
い
者
福
祉
係
☎
52
４
４
７
３

障
が
い
者（
児
）支
援
相
談

（
出
張
相
談
）の
廃
止
に
つ
い
て

　

町
で
は
、
障
が
い
の
あ
る
方
や
そ

の
ご
家
族
か
ら
の
相
談
窓
口
と
し
て

２
か
所
の
相
談
支
援
事
業
所
に
委
託

し
、
情
報
提
供
や
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の

利
用
調
整
等
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

　

そ
の
２
事
業
所
と
も
町
外
の
相
談

支
援
事
業
所
で
あ
っ
た
た
め
相
談
者

の
利
便
性
を
考
慮
し
、
平
成
20
年
度

よ
り
総
合
交
流
プ
ラ
ザ
を
会
場
に
毎

月
１
回
定
期
的
に
相
談
日(

出
張
相

談)

を
設
け
実
施
し
て
き
ま
し
た
。

　

こ
の
た
び
、
平
成
24
年
10
月
か
ら

町
内
に
相
談
支
援
事
業
所
「
サ
ポ
ー

ト
セ
ン
タ
ー
ゆ
い
」
が
開
設
さ
れ
、

身
近
な
と
こ
ろ
で
も
相
談
支
援
が
受

け
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
か
ら

事
業
を
見
直
し
、
平
成
25
年
４
月
か

ら
定
期
相
談(

出
張
相
談)

を
廃
止

す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
。

　

今
後
は
次
の
内
容
で
相
談
を
お
受

け
い
た
し
ま
す
。
日
常
の
困
り
ご
と

や
心
配
ご
と
の
相
談
に
専
門
の
相
談

員
が
対
応
い
た
し
ま
す
。
気
軽
に
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
ゆ
い（太

陽
の
家
）

　

高
畠
町
大
字
高
畠
４
５
５
‐
７

☎
52
０
５
５
８

▼
開
設
時
間
／
月
曜
日
〜
金
曜
日
８

　

時
30
分
〜
17
時
15
分

▼
利
用
料
金
／
無
料

春
季
火
災
予
防
運
動
実
施

▼
期
間
／
４
月
９
日
㈫
か
ら
４
月
22

　

日
㈪
ま
で
の
２
週
間

▼
防
火
標
語
／

『
消
す
ま
で
は

　
　
　

出
な
い
行
か
な
い

　

離
れ
な
い
』

　

こ
れ
か
ら
の
季
節
は
、
空
気
が
乾

燥
し
、
ち
ょ
っ
と
し
た
気
の
緩
み
か

ら
大
き
な
火
災
へ
と
つ
な
が
り
ま
す
。

住
宅
を
火
災
か
ら
守
る
た
め
に
次
の

ポ
イ
ン
ト
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

【
住
宅
防
火　

い
の
ち
を
守
る

七
つ
の
ポ
イ
ン
ト
】

○
三
つ
の
習
慣

・
寝
た
ば
こ
は
、
絶
対
や
め
る
。

・
ス
ト
ー
ブ
は
、
燃
え
や
す
い
も
の

　

か
ら
離
れ
た
位
置
で
使
用
す
る
。

・
ガ
ス
こ
ん
ろ
な
ど
の
そ
ば
を
離
れ

　

る
と
き
は
、
必
ず
火
を
消
す
。

○
四
つ
の
対
策

・
逃
げ
遅
れ
を
防
ぐ
た
め
に
、
住
宅

　

用
火
災
警
報
器
を
設
置
す
る
。

・
寝
具
、
衣
類
お
よ
び
カ
ー
テ
ン
か

　

ら
の
火
災
を
防
ぐ
た
め
に
、
防
炎

新発売
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品
を
使
用
す
る
。

・
火
災
を
小
さ
い
う
ち
に
消
す
た
め

　

に
、
住
宅
用
消
火
器
等
を
設
置
す
る
。

・
お
年
寄
り
や
身
体
の
不
自
由
な
人

　

を
守
る
た
め
に
、
隣
近
所
の
協
力

　

体
制
を
つ
く
る
。

▼
問
合
せ
先
／
置
賜
広
域
行
政
事
務

　

組
合
消
防
本
部
高
畠
消
防
署
予
防

　

係　
　
　
　
　
　

☎
52
１
５
０
５

募　

集

名　称 戸数 部屋数 間取（畳） 階数 家賃 区分 優遇措置
県 営
糠 野 目
アパート

１ ３
６
６
4.5

２F
12,000

～

23,500

一般
用

倍率
優遇有

県営住宅の入居者募集

▼募集期間／４月１日㈪～５日㈮

▼受付時間／10時～17時

▼入居時期／６月上旬

▼申込・問合せ先／山形県県営住宅指定管理者
　㈱西王不動産置賜事務所（置賜総合支庁内）☎24２３３２

た
か
は
た
健
康

 

麻
雀
ク
ラ
ブ
会
員
募
集

　

女
性
の
方
、
初
心
者
の
方
も
大
歓

迎
で
す
。
見
学
等
は
お
気
軽
に
例
会

日
に
直
接
会
場
に
お
い
で
く
だ
さ
い
。

▼
例
会
日
／
毎
週
火
曜
・
金
曜
13
時

　

〜
17
時

▼
会
場
／
町
総
合
交
流
プ
ラ
ザ
２
階

▼
会
費
／
入
会
費
２
千
円
・
月
会
費

　

１
千
円

▼
募
集
人
数
／
４
人

試　

験

国
税
専
門
官
採
用
試
験

▼
試
験
日
／
６
月
９
日
㈰

▼
受
験
資
格
／
①
昭
和
58
年
４
月
２

　

日
か
ら
平
成
４
年
４
月
１
日
生
ま

　

れ
の
者
②
平
成
４
年
４
月
２
日
以

　

降
生
ま
れ
の
者
で
次
に
掲
げ
る
も

　

の
⑴
大
学
を
卒
業
し
た
者
お
よ
び

　

平
成
26
年
３
月
ま
で
に
大
学
を
卒

　

業
す
る
見
込
み
の
者
⑵
人
事
院
が

　

⑴
に
掲
げ
る
者
と
同
等
の
資
格
が

　

あ
る
と
認
め
る
者

▼
受
験
申
込
受
付
期
間
／
①
イ
ン
タ

　

ー
ネ
ッ
ト
申
込
：
４
月
１
日
㈪
９

　

時
か
ら
４
月
11
日
㈭
ま
で
〔
受
信

　

有
効
〕
②
郵
送
・
持
参
申
込
：
４

　

月
１
日
㈪
か
ら
４
月
２
日
㈫
９
時

　

か
ら
17
時
ま
で
仙
台
国
税
局
宛

　

（
通
信
日
付
印
有
効
）

▼
問
合
せ
先
／
仙
台
国
税
局
人
事
第

　

二
課

　
　

☎
０
２
２（
２
６
３
）１
１
１
１

前
期
消
防
設
備
士
試
験

▼
試
験
日
／
第
１
回
５
月
18
日
㈯
、

　

第
２
回
９
月
７
日
㈯

▼
試
験
種
類
／
甲
種（
全
類
）・
乙
種

　
（
全
類
）

▼
試
験
地
／
山
形
市
（
山
形
ビ
ッ
グ

　

ウ
イ
ン
グ
）

▼
願
書
受
付
期
間
／
第
１
回
４
月
８

　

日
㈪
〜
４
月
18
日
㈭
、
第
２
回
７

　

月
29
日
㈪
〜
８
月
８
日
㈭

▼
受
験
申
請
先
／
㈶
消
防
試
験
研
究

　

セ
ン
タ
ー
山
形
県
支
部

▼
願
書
入
手
・
問
合
せ
先
／
置
賜
広

　

域
行
政
事
務
組
合
消
防
本
部
高
畠

　

消
防
署
予
防
係　

☎
52
１
５
０
５

催　

し

こ
ど
も
読
書
ま
つ
り
開
催

▼
期
日
／
４
月
28
日
㈰

▼
内
容
／
ブ
ッ
ク
コ
ー
ト
サ
ー
ビ
ス

　

（
お
子
さ
ん
の
本
に
無
料
で
カ
バ

　

ー
を
お
か
け
し
ま
す
）
９
時
〜
16

　

時
・
お
は
な
し
会
10
時
〜
10
時
30

　

分
・
リ
サ
イ
ク
ル
工
作
教
室
10
時

　

30
分
〜
16
時

▼
問
合
せ
先
／
町
立
図
書
館

☎
52
４
４
９
３

く
り
え
い
と
工
房

再
生
品
の
提
供
に
つ
い
て

　

千
代
田
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
く
り

え
い
と
工
房
で
は
、
循
環
型
社
会
形

成
に
資
す
る
た
め
、
粗
大
ご
み
と
し

て
搬
入
さ
れ
た
自
転
車
や
家
具
を
修

理
再
生
し
、
期
間
を
定
め
て
展
示
お

よ
び
提
供
を
行
っ
て
い
ま
す
。
置
賜

在
住
の
方
で
あ
れ
ば
ど
な
た
で
も
ご

応
募
で
き
ま
す
。

▼
提
供
品
／
自
転
車
10
台
・
家
具
類

　

５
点（
１
回
開
催
あ
た
り
・
予
定
数
）

▼
応
募
方
法
／
備
え
付
け
の
申
込
用 

　

紙
に
よ
る
。

▼
日
時
／
９
時
〜
16
時
（
日
曜
祝
祭  

　

日
を
除
く
）

▼
料
金
／
無
料

【
第
１
回（
４
・
５
月
期
）展
示
】

▼
展
示
期
間
／
４
月
３
日
㈬
〜
５
月

　

４
日
㈯

▼
公
開
抽
選
／
５
月
14
日
㈫
10
時

▼
引
取
期
限
／
５
月
25
日
㈯

▼
問
合
せ
先
／
千
代
田
ク
リ
ー
ン
セ

　

ン
タ
ー
施
設
第
２
係☎

57
４
０
０
４

ひ
ろ
す
け
子
ど
も
祭
開
催

〜
浜
田
広
介
生
誕
１
２
０
年
〜

▼
期
日
／
５
月
３
日
㈷
〜
５
日
㈷

▼
内
容（
予
定
）／
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト
、

　

お
は
な
し
会
、
む
か
し
語
り
、　

　

魚
つ
り
大
会
、
ひ
ろ
す
け
ク
イ
ズ
、

　

ミ
ニ
縁
日
コ
ー
ナ
ー

▼
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集
／
ミ
ニ
縁
日
、

　

イ
ベ
ン
ト
の
お
手
伝
い
を
し
て
い

　

た
だ
け
る
方

▼
問
合
せ
先
／
浜
田
広
介
記
念
館

☎
52
３
８
３
８

　　　　
道の駅たかはた ４月の展示
ネイチャーフォトぬかのめ写真展

日本の歌をうたいませんか
　季節の童謡や抒情歌など、日本の歌をう
たいませんか。どなたでも参加できます。

▼日時／４月20日㈯　14時から１時間

▼場所／ひろすけホール

▼会費／一回300円（資料代）

▼問合せ先／楽しく歌う会  八巻
☎（52）３２６３

～春の風景写真～

▼期間／４月１日㈪～26日㈮

▼問合せ先／道の駅たかはた
☎（52）５４３３

５月は「おもちゃまつり」開催
　楽しいおもちゃが大集合！５月の連休は
道の駅たかはたで遊んじゃおう !!

相　

談

　

東
北
財
務
局
山
形
財
務
事
務
所
で

は
、
多
重
債
務
相
談
窓
口
を
開
設
し

て
お
り
ま
す
。
相
談
は
秘
密
厳
守
・

無
料
で
す
。

▼
受
付
／
毎
週
月
曜
日
か
ら
金
曜
日

　

８
時
30
分
〜
17
時
15
分

▼
相
談
専
用
電
話
・
問
合
せ
先
／
山

　

形
財
務
事
務
所
理
財
課（
山
形
市

　

緑
町
）☎
０
２
３（
６
４
１
）５
２
０
１

多
重
債
務
相
談
窓
口
の
ご
案
内

シルバー110番！
　ひとりで悩んでいませんか？

▼一般相談／日常生活で心配なこと、困っ
　たこと。相談は無料です。秘密厳守。
　月曜～金曜　９時～17時

▼専門相談（要予約）／法律相談（月曜）・
　税金相談（偶数月第１水曜）・認知症相
　談（火曜・金曜）

▼相談・問合せ先／山形県高齢者総合相談
　センター　　☎０２３（６２２）６５１１

▼
４
月
の
相
談
日
／
１
日
・
８
日
・

　

15
日
・
22
日

▼
時
間
／
10
時
〜
15
時

▼
場
所
／
高
畠
町
役
場
第
７
会
議
室

▼
問
合
せ
先
／
南
陽
・
高
畠
・
川
西

　

地
域
雇
用
創
造
推
進
協
議
会
（
南

　

陽
市
役
所
内
）　

☎
43
４
５
５
２

就
職
活
動
相
談
窓
口
開
設

　

一
頭
で
も
多
く
の
動
物
が
幸
せ
に

生
き
ら
れ
る
よ
う
、
引
き
取
り
し
た
犬

や
猫
を
希
望
者
へ
譲
渡
し
て
い
ま
す
。

▼
譲
り
受
け
ま
で
の
流
れ
／

①
保
健
所
の
譲
渡
前
講
習
会
を
受
講

　

す
る
。(

事
前
申
込
み)

②
保
健
所
か
ら
犬
・
猫
の
情
報
を
受

　

け
取
る
。

③
希
望
す
る
犬
・
猫
と
ご
対
面
。

④
譲
り
受
け
手
続
き
、
引
き
取
り
。

▼
講
習
会
日
時
／
毎
月
第
３
金
曜
日

　

15
時
30
分
か
ら
１
時
間
（
４
月
19

　

日
、
５
月
17
日
、
６
月
21
日
）

▼
会
場
／
置
賜
保
健
所

▼
申
込
・
問
合
せ
先
／
置
賜
保
健
所

　

生
活
衛
生
課　
　

☎
22
３
７
５
０

新
し
い
飼
い
主
を
募
集

友
好
姉
妹
都
市
オ
ー
ス
ト

ラ
リ
ア
シ
ン
グ
ル
ト
ン
へ

行
き
ま
せ
ん
か
？

▼
日
程
／
11
月
５
日
㈫
〜
11
日
㈪

▼
費
用
／
27
万
円（
為
替
の
変
動
に

　

よ
り
変
わ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。）

▼
募
集
人
数
／
24
人

▼
締
切
／
５
月
31
日
㈮

▼
申
込
・
問
合
せ
先
／
町
国
際
交
流

　

協
会
事
務
局（
町
総
合
交
流
プ
ラ

　

ザ
内
）鈴
木　
　

☎
52
５
７
０
２

「
ま
ほ
ら
」各
種
会
員
募
集

▼
「
ま
ほ
ら
友
の
会
」
会
員
募
集

　

も
っ
と
〝
ま
ほ
ら
〞
を
楽
し
み
ま

せ
ん
か
。
入
会
費
・
年
会
費
無
料
。

　

自
主
事
業
の
情
報
を
イ
チ
早
く
お

届
け
い
た
し
ま
す
。
他
に
も
さ
ま
ざ

ま
な
特
典
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
機
会

に
ぜ
ひ
ご
入
会
く
だ
さ
い
。

▼
「
萬
の
会
」
会
員
募
集

　

高
畠
文
化
再
発
見
事
業
と
し
て
、

地
域
文
化
の
振
興
を
目
的
と
し
た
一

般
参
加
型
定
期
イ
ベ
ン
ト
を
企
画
し

て
い
ま
す
。
こ
の
イ
ベ
ン
ト
に
出
演

し
て
い
た
だ
け
る
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
会

員
を
広
く
募
集
し
て
い
ま
す
。
町
内

在
住
で
芸
術
文
化
活
動
を
な
さ
っ
て

お
ら
れ
る
方
な
ら
ど
な
た
で
も
Ｏ

Ｋ
！
ま
ほ
ら
が
発
表
の
場
を
提
供
し

ま
す
。

高
畠
町
少
年
少
女
合
唱
団

「
エ
ー
デ
ル
ワ
イ
ス
」団
員
募
集

▼
団
員
資
格
／
小
学
１
年
生
か
ら
中

　

学
３
年
生
ま
で
の
児
童
・
生
徒

▼
練
習
日
／
毎
週
土
曜
13
時
30
分
〜

　

15
時
30
分

▼
問
合
せ
先
／
事
務
局 

菅
野

☎
52
０
９
６
３

▼
「
ま
ほ
ら
サ
ポ
ー
ト
の
会
」

　
　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ
募
集

　

自
主
企
画
イ
ベ
ン
ト
企
画
・
立
案

か
ら
実
施
ま
で
の
運
営
面
に
ご
支
援

し
て
い
た
だ
け
る
「
ま
ほ
ら
サ
ポ
ー

ト
の
会
」
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ

を
募
集
し
て
い
ま
す
。
あ
な
た
の
豊

か
な
感
性
と
想
像
力
で
素
晴
ら
し
い

舞
台
を
作
り
上
げ
て
み
ま
せ
ん
か
。

▼
申
込
・
問
合
せ
先
／
町
文
化
ホ
ー

　

ル
ま
ほ
ら　
　
　

☎
52
４
４
８
９

▼
問
合
せ
先
／
事
務
局 

玉
野

☎
57
３
１
１
４

広告 広告
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発
行
／
山
形
県
高
畠
町　

編
集
／
高
畠
町
企
画
財
政
課
（52）
4
4
7
6　

発
行
部
数
／
７
、
8
０
０
部　
　

印
刷
／
㈲
寄
清
堂
印
刷

相　談　名 内　　容 相談日・曜日 時　　間 場　　　所 問 合 せ 先

一 般 心配ごと・困りごと 毎週水曜日 ３日、
　10日、17日、24日 ９：00～15：00

老人福祉センター
老 人 福 祉 セ ン タ ー
（町社会福祉協議会）

☎（51）1008

人 権 男女差別・いじめ・
プライバシー侵害等

第1・3水曜日
　３日、17日 ９：00～12：00

行 政 公共機関に対する
苦 情 ・ 要 望

第２・３水曜日
　10日、17日 13：00～15：00

法 律
( 予 約制） 各 種 法 律 相 談 第４水曜日　24日 13：30～15：30

教 育
( 予 約制）

子育て・学校生活
上の心配ごと等 随時 教育委員会教育総務課

☎（52）4474

農 地 農 地 関 係 の
困 り ご と 等 第１月曜日　１日  9：00～12：00 役場農業委員会 農 業 委 員 会 事 務 局

☎（52）4479

物 忘 れ 認知症高齢者の
介護に関する相談

随時（専門の医師によ
る相談は後日調整） ８：30～17：00 地域包括支援センター

地域包括支援センター
☎（52）4495在 宅 介 護

相 談
高 齢 者 介 護 に
関 す る 相 談

第２・４火曜日
　９日、23日 9：30～12：00 役 場 第 7 会 議 室

食事・運動相談
（予約制）

食事や運動など
健康に関する相談

第１・３木曜日
　４日、18日 9：00～12：00 げ ん き 館 健康推進課健康増進係

☎（52）5045
女性の健康
(予約制）

妊 娠・不 妊・
婦 人 科 疾 患 等 毎週火曜日 13：00～ 置 賜 保 健 所 置賜保健所地域保健予防課

☎（22）3205
こころの健康
(予約制） うつ等、心に関する健康 第２木曜日　11日 14:30～ 置 賜 保 健 所 置賜保健所地域保健予防課

☎（22）3015
感染症検査
(予約不要） エイズ・B型肝炎等 毎週月曜日 13：00～14:00 置 賜 保 健 所 置賜保健所地域保健予防課

☎（22）3002

お
く
り
も
の

あ
り
が
と
う

あ
り
が
と
う

悩まず、迷わず、まず相談!!４月の相談４月の相談

２６日

４月の太陽館ふろの日は…

▼
わ
く
ら
ば
会

　

福
祉
の
た
め
に１

６
９
、０
６
４
円

▼
南
陽
地
区
交
通
安
全
協
会

　

新
入
学
生
へ　
　
　

連
絡
帳
225
部

▼
佐
々
木
光
一
さ
ん（
元
町
三
）

　

高
畠
小
学
校
へ書

籍「
国
宝
」全
15
巻

【
社
会
福
祉
協
議
会
へ
】

▼
亀
四
天
寿
会

　

福
祉
の
た
め
に　

　

一
円
玉
募
金　

 　

 

５
、８
３
４
円

▼
大
町
老
人
ク
ラ
ブ

　

ね
ほ
だ
れ
大
会
運
営
費
へ

５
、０
０
０
円

▼
入
北
永
寿
会

　

福
祉
の
た
め
に

　

一
円
玉
募
金　

 　

 

４
、９
１
０
円

　

亀
岡
小
学
校
へ　
　
　

雑
巾
60
枚

▼
高
畠
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
婦
人
の
会

　

た
か
は
た
荘
、
は
と
み
ね
荘
、
ま

ほ
ろ
ば
荘
へ　
　
　
　

清
拭
布
350
枚

▼
亀
岡
地
区
老
人
ク
ラ
ブ
女
性
部

　

福
祉
の
た
め
に　
　

清
拭
布
57
枚

▼
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
会

　

糠
野
目
小
学
校
へ　
　

図
書
１
冊

▼
カ
ー
ブ
ス
南
陽
長
岡

　

福
祉
の
た
め
に　
　

食
料
品
64
㎏

▼
㈲
永
和
軒
会
長　

加
藤
栄
治
さ
ん

　

福
祉
の
た
め
に  

１
０
、０
０
０
円

▼
渡
部
幸
雄
さ
ん（
川
西
町
）

　

福
祉
の
た
め
に　
　

童
話
集
15
冊

【
太
陽
の
家
へ
】

▼
匿
名　
　
　

 

１
０
０
、０
０
０
円

▼
匿
名　
　
　
　
　
　

バ
ナ
ナ
６
房

４
月
の

水
道
修
理
指
定
店

▼
荒
井
金
物
企
業
組
合　
☎
57
３
１
７
０

▼
㈲
県
南
設
備
工
業　

☎
52
１
０
９
３

▼
ア
サ
ヒ
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
㈲ 

☎
57
５
３
３
９

紅茶風呂紅茶風呂
α派の分泌でリラックス！

美肌や冷えにも効果あり。

広報の発行日が変わります！
　次号５月号から「広報たか
はた」の発行日が毎月１日
（土・日・祝日にあたる場合
は直前の平日）発行となりま
す。
　これからも町民の皆様に役
立つ広報をお届けします。


